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南
北
朝
時
代
の
幹
佳
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て

越

智

重

明

は

し

が

き

南
朝
時
代
の
役
制
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
い
。
私
見
を
結
論
的
に
述
べ
る
と
、
そ
れ
は
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
に
「
正
役
」
が
あ
る
。

情
書
官
一
食
貨
志
に
東
晋
南
朝
時
代
の
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
な
か
に
、

其
男
丁
、
毎
歳
役
不
過
二
十
日
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
の
ち
に
い
う
「
正
役
」
に
あ
た
る
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ

「
毎
歳
役
不
過
二
十
日
。
」

と
あ
る
の
は
そ
の
全
時

期
を
通
じ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
兵
役
が
あ
る
。
第
三
に
幹
憧
の
役
が
め
る
。
こ
の
役
は
銭
を
納
め
て
免
か
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ

の
銭
を
郎
と
い
う
。
第
四
に
雑
径
（
的
な
も
の
）
が
み
の
る
。
た
だ
し
そ
の
存
在
は
い
ま
ま
で
に
一
応
解
明
さ
れ
て
い
る
南
北
朝
の
役
制
か
ら
推

測
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
南
斉
書
地
明
帝
本
紀
建
武
四
年
正
月
の
条
に
、

壬
寅
、
詔
、
民
産
子
者
、
錨
其
父
母
調
役
一
年
。
叉
賜
米
十
制
。
新
婚
者
、
鍋
夫
役
一
年
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
夫
役
と
い
う
役
が
見
る
が
、
故
唐
律
疏
議
芝
捕
亡
の
項
の
疏
議
に
、

丁
謂
正
役
。
夫
謂
雑
倍
。

と
あ
る
際
の
夫
H
雑
筏
と
い
う
役
の
形
態
が
も
し
そ
の
前
代
に
遡
っ
て
い
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
斉
時
代
、
夫
リ
雑
衝
と
い
う
役
が
存
し
た
と
さ

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

七



南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

F、

れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
第
一
に
、
南
朝
の
幹
憧
（
の
役
）
の
性
格
を
追
求
す
る
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
幹
憧
（
の
役
）
と
客
一
戸
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
第

三
に
、
南
朝
の
雑
役
、
雑
使
と
い
っ
た
役
が
役
目
上
、
幹
偉
（
の
役
）
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。
第
四
に
、
北
朝
の
雑
任
（
の
役
）
の

性
格
を
追
求
す
る
。
北
朝
に
は
雑
使
、
雑
役
、
雑
任
と
い
っ
た
役
が
あ
る
。
そ
の
雑
使
、
雑
役
は
南
朝
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と
し
て
差
支
え

な
か
ろ
う
。
問
題
に
な
る
の
は
雑
任
で
あ
る
。
南
朝
の
場
合
、

幹
憧
（
の
役
）

と
雑
役
、

雑
使
と
が
役
目
上
同
一
の
・
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て

も
、
両
者
に
は
対
象
面
で
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
表
現
に
は
下
級
品
官
房
』
対
象
と
し
た
場
合
を
含
ひ
こ
と
が
あ
る
が
、
後
者
の
表

現
は
庶
（
以
下
）
を
対
象
と
す
る
だ
け
で
み
る
。
北
朝
の
雑
任
と
雑
役
、
雑
使
と
の
関
係
も
そ
れ
に
相
当
り
、
雑
任
と
い
う
表
現
に
は
下
級
品

官
を
対
象
と
す
る
場
合
を
含
な
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
親
晋
南
北
朝
の
税
役
制
度
は
、
大
ま
か
に
い
え
ば
殆
ん
ど
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
、
唐

の
そ
れ
の
先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。

こ
の
傾
向
は
と
く
に
南
北
朝
に
お
い
て
著
し
い
。
そ
の
際
南
朝
が
主
と
し
て
（
惰
）
唐
の
前

身
を
な
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
南
朝
と
北
朝
と
は
多
少
の
ズ
レ
を
も
ち
な
が
ら
、
と
も
に
一
つ
の
方
向
に

進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
本
稿
の
論
述
は
、
唐
の
役
制
が
南
北
朝
に
ど
の
よ
う
に
芽
を
ふ
い
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
の
追
求

と
も
い
え
る
。

南

朝

の

幹

佳

、

駆

使

南
朝
の
幹
憧
の
役
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
若
干
の
考
察
を
詰
み
た
。
そ
こ
で
は
幹
憧
の
役
が
、
宮
人
、
官
庁
へ
の
「
給
人
」
の
役
の
ほ

か
に
ご
応
、
広
義
の
官
庁
へ
の
「
給
人
」
の
役
と
思
わ
れ
る
）
治
水
の
役
を
含
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
論
L
U
o
本
節
は
幹
憧
と
い

う
役
を
駆
使
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
次
々
節
で
行
う
雑
使
の
名
称
の
来
源
の
推
定
に
も
必
要
な
’
も
の
で
一
の
る
。

ま
ず
盾
時
代
の
駆
使
の
語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
故
唐
律
疏
議
巻
十
一
職
制
下
に
、



即
役
使
非
供
己
者
、
非
供
己
、
調
流
外
官
及
雑
任
応
供
官
事
者
。

計
庸
、
坐
蹴
論
。
罪
止
杖
一
百
。
其
応
供
己
駆
使
而
収
庸
直
者
、
罪
亦
如
之
。
供
己
、
求
輸
庸
直
者
不
坐
。

疏
議
日
、
非
供
己
、
調
流
外
官
者
、
謂
諸
司
令
史
以
下
、
有
流
外
告
身
者
。
雑
任
、
謂
在
官
供
事
、
無
流
外
品
、
為
其
合
在
公
家
駆
使
。

故
得
罪
軽
於
凡
人
不
合
供
官
人
之
身
。
計
庸
坐
臓
、
致
罪
一
尺
答
二
十
、

一
匹
加
一
等
。
罪
止
杖
一
百
。
其
応
供
己
駆
使
者
、
調
執
衣
白

直
之
類
。
止
合
供
身
駆
使
。
拠
法
、
不
合
収
庸
。
而
収
庸
直
、
亦
坐
臓
論
。
罪
止
杖
一
百
。
故
云
、
亦
如
之
。
云
云
o

と
あ
り
、
唐
六
典
子
戸
部
）
郎
中
員
外
郎
の
項
に
、

凡
州
県
官
及
在
外
監
官
、
皆
有
執
衣
、
以
為
駆
使
。
云
云
。

と
あ
り
、
通
凡
主
職
官
十
七
禄
秩
の
明
日
比
、

諸
州
県
官
流
内
九
品
以
上
及
在
外
監
五
品
以
上
、
皆
給
執
衣
。
随
身
駆
使
、
典
執
筆
硯
o

其
感
官
於
随
近
州
県
取
充
。

と
あ
る
。
こ
の
三
記
事
は
あ
い
ま
っ
て
、
唐
時
代
（
制
度
的
な
）
駆
使
と
い
う
概
急
に
お
い
て
、
駆
使
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
が
、
執
衣
、

白
直
な
ど
で
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
執
衣
、
白
直
な
ど
は
審
役
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
番
役
に
は
執
衣
、
白
直
な
ど
の
よ
う
に
宮

人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
に
官
庁
に
支
給
さ
れ
る
も
の
も
ム
れ
。
唐
時
代
駆
使
の
語
が
そ
れ
を
指
す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
め
る
。
故
唐

律
疏
議
一
功
名
例
三
に
、

若
姦
監
臨
内
雑
戸
官
戸
部
曲
妻
及
蝉
者
、
免
所
居
官
。
（
注
略
）

疏
議
日
、
雑
戸
者
、
調
前
代
以
来
、
配
隷
諸
司
。
職
掌
課
役
、
不
同
百
姓
。
依
令
、

老
免
、
進
丁
受
目
、

依
百
姓
例
。
各
於
本
司
、
上

下
。
云
云
。

と
あ
り
（
以
下
、
こ
れ
を
前
記
事
と
い
う
）
、
故
唐
律
疏
議
博
一
一
戸
婚
上
に
、

諸
養
雑
戸
男
、
為
子
孫
者
、
徒
一
年
半
。
養
女
、
杖
一
百
。
官
戸
各
加
一
等
。
与
者
亦
如
之
。

南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

九



南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

疏
議
日
、
雑
一
戸
者
、
前
代
犯
罪
没
官
、
散
配
諸
司
、
駆
使
。
亦
附
州
県
戸
貫
。
賦
役
不
同
白
丁
。
云
云
。

四
0 

と
あ
る
（
以
下
、
こ
れ
を
後
記
事
と
い
う
）
。

前
記
事
は
雑
戸
が
職
掌
課
役
を
負
担
す
る
が
、

そ
の
負
担
の
し
か
た
が
百
姓
と
同
一
で
な
い
こ

と
を
述
べ
て
お
り
、
後
記
事
は
雑
戸
が
駆
使
と
賦
役
と
を
負
担
す
る
が
、
賦
役
の
負
担
の
し
か
た
が
百
姓
と
同
一
で
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
（
そ
こ
で
は
雑
戸
の
駆
使
の
負
担
の
し
か
た
と
百
姓
の
駆
使
の
負
担
の
し
か
た
と
の
比
較
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
）
前
記
事
の
課
役

と
後
記
事
の
賦
役
と
は
同
一
の
意
味
で
あ
る
。

代
の
賦
役
に
つ
い
て
は
、
唐
六
典
子
戸
部
）
郎
中
員
外
郎
の
項
に
、

一
日
租
。
二
日
調
。
三
日
役
。
四
日
雑
街
。

（
西
村
元
佑
氏
「
唐
代
人
民
の
負
担
体
系
に
お
け
る
課
と
税
の
意
識
」
史
林
第
四
十
六
巻
策
凶
号
。
）
唐
時

凡
賦
役
志
制
有
四
。

と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
租
、
調
、
（
正
）
役
、
雑
苧
ぞ
指
す
と
い
う
場
合
と
、
陸
宣
公
築
博
一
二
均
節
賦
税
一
個
百
姓
六
条
の
「
其
こ
に
、

国
朝
著
令
。
賦
役
之
法
有
三
。

一
日
租
。
二
日
調
。
三
日
庸
。

と
あ
っ
て
、
租
、
調
、
庸
を
指
す
と
い
う
場
合
と
あ
る
。
同
一
の
用
語
に
な
ぜ
こ
つ
の
解
釈
が
井
存
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
西
村
元

佑
民
の
高
見
に
従
う
と
、
中
男
は
雑
稽
の
負
担
者
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
不
課
口
と
し
、
丁
男
の
場
合
は
雑
筏
を
も
含
め
て
租
調
庸
の
負
担
者
で

あ
る
の
を
課
口
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
課
口
・
不
課
口
を
区
別
す
る
標
識
は
租
調
庸
の
三
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
点
に
、
課
役

H
賦
役
の
内
容
を
こ
の
三
つ
に
し
ぼ
る
根
拠
が
ゐ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
「
唐
代
人
民
の
負
担
体
系
に
お
け
る
課
と
税
の
意
義
」
）
さ
て
、
さ
き

に
見
え
る
職
掌
元
来
は
官
人
、
官
庁
に
支
給
さ
れ
て
働
ら
く
役
つ
ま
り
審
役
を
指
す
が
、
以
上
の
考
察
の
聞
に
雑
戸
が
（
官
庁
に
支
給
さ
れ
る
）

職
掌
と
し
て
三
省
六
部
な
ど
に
支
給
さ
れ
（
官
庁
に
支
給
さ
れ
る
）
駆
使
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
用
法
か
ら
、
唐
時
代
広
く
審

役
と
し
て
官
庁
に
支
給
さ
れ
る
も
の
を
駆
使
と
も
い
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
（
つ
ま
り
、
唐
時
代
、
審
役
即
駆
使
と
い
う
用
法
が
あ
っ
た

と
し
て
ま
ず
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
）
な
お
、
故
麿
律
疏
議
釈
文
一
す
例
三
に
、

雑
戸
締
結
r謀
議
伊
競
輪
嗣
長
緊
結



と
あ
る
。
乙
の
雑
戸
の
説
明
は
極
め
て
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
調
先
代
配
隷
、
在
諸
司
、
課
役
者
。
」
は
「
罪
を
犯
し
て
没
宮
さ
れ

た
先
代
以
来
、
（
引
続
い
て
）

配
隷
さ
れ
て
諸
司
に
在
っ
て
駆
使
H
職
掌
た
る
も
の
で
、

そ
れ
と
同
時
に
課
役
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
を

謂
う
。
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

と
こ
で
通
典
一
時
食
賞
五
賦
税
中
の
項
の
注
を
見
る
と
、

南
斉
有
憧
幹
。
若
今
駆
使
門
僕
之
類
。

と
あ
る
。
憧
幹
と
幹
憧
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
南
斉
の
憧
幹
が
唐
の
駆
使
門
僕
の
類
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の

憧
幹
U
幹
憧
は
広
く
南
朝
の
そ
れ
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
そ
乙
に
門
僕
が
見
え
る
が
、
通
典
鴎
十
職
官
二
十
ニ
秩
品
五
の
項
を
見
る
と
、
唐

の
内
職
掌
に
門
僕
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
職
務
を
示
す
も
の
と
し
て
、
唐
六
奥
崎
（
門
下
省
）
門
僕
の
項
の
注
に
、

按
、
晋
光
禄
勲
左
中
郎
将
有
崇
礼
等
門
僕
各
二
人
。
陪
有
太
商
郊
社
門
僕
。
皇
朝
城
門
郎
置
門
僕
。
分
番
上
下
、
掌
送
管
舗
。

と
あ
る
。
乙
の
内
職
掌
は
番
役
で
あ
る
。
蓋
し
、
通
典
の
駆
使
は
番
役
と
し
て
官
人
に
給
さ
れ
た
も
の
ぞ
意
味
し
、
そ
の
門
僕
は
番
役
と
し
て

官
庁
に
給
さ
れ
た
も
の
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
通
典
の
説
明
は
斉
時
代
（
ひ
い
て
は
南
朝
時
代
）
の
幹
憧
が
唐
時
代
の
番
役

と
同
質
的
な
も
の
で
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
南
朝
に
お
け
る
駆
使
の
語
で
あ
る
が
、
乙
の
語
は
唐
時
代
の
番
役
の
先
駆
的
意
味
を
も
つ
こ
と
と
、
必
ら
ず
し
も
そ
れ
に
限
定
さ

れ
な
い
乙
と
と
あ
る
。
駆
使
の
語
は
も
と
も
と
お
い
た
で
っ
か
う
、
と
い
っ
た
意
味
で
、
特
定
の
制
度
的
用
語
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な

い
。
そ
う
し
た
一
般
的
用
法
と
し
て
の
駆
使
の
語
は
南
朝
に
お
い
て
も
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
斉
害
時
過
粛
坦
之
伝
に
、
粛
坦
之
に

つ
い
て
「
初
為
殿
中
将
軍
。
累
至
世
祖
中
軍
板
刑
獄
参
軍
。
以
宗
族
見
駆
使
。
」
と
あ
る
。
乙
の
際
の
駆
使
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
（
以
下
そ
れ

を
論
外
と
す
る
。
）
と
こ
ろ
で
、
南
朝
の
官
界
に
お
い
て
唐
時
代
の
番
役
の
先
駆
的
意
味
を
も
っ
駆
使
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
際
、

一
つ
の

前
提
が
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
梁
書
巻
三
十
七
に
、

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

四



南
北
朝
時
代
の
幹
僅
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

1m 

陳
吏
部
尚
書
挑
察
日
、
規
正
始
及
晋
中
朝
、
時
俗
尚
於
玄
虚
、
貴
為
放
誕
。
尚
室
田
丞
郎
以
上
、
簿
領
文
案
、
不
復
経
懐
。
皆
成
於
令
史
。
逮

子
江
左
、
此
道
弥
扇
。
悦
下
壷
以
台
閣
之
務
、
頗
欲
綜
理
。
院
字
調
之
巴
、
卿
常
無
関
暇
。
不
乃
労
乎
。
宋
世
王
敬
弘
、
身
居
端
右
、
未
嘗

省
牒
。
風
流
相
尚
。
其
流
遂
遠
。
望
白
署
空
、
是
称
清
賞
。
悟
勤
匪
幌
、
終
滞
郁
俗
。
是
使
朝
経
廃
於
上
、
職
事
璃
於
下
。
小
人
道
長
、
抑

此
之
由
。
嶋
昭
、
傷
風
敗
俗
、
的
同
英
之
悟
。
云
云
。

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
不
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
士
人
層
は
実
務
に
闘
し
な
い
風
が
強
く
、
官
庁
の
職
務
は
専
ら
庶
の
層
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
庶
の
層
は
梁
の
天
監
の
改
革
以
前
は
七
職
層
と
一
般
の
庶
の
層
と
に
分
け
ら
れ
、
改
革
以
後
は
一
応
一
本
佑
さ
れ
る
。
以
下
ま
ず

改
革
以
前
の
状
態
を
と
り
あ
げ
る
。
七
職
層
は
郷
品
六
、
七
、
入
、
九
品
を
え
て
流
外
宮
に
起
家
し
、
流
内
宮
に
の
ぼ
っ
た
と
き
は
勲
位
に
就

く
べ
き
階
層
で
あ
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
品
官
と
し
て
の
勲
位
に
就
い
て
い
る
こ
と
自
体
を
駆
使
と
表
現
さ
れ
た
乙
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

一
般
の
庶
出
身
で
官
庁
の
実
苧
伊
』
担
当
す
る
も
の
と
し
て
は
、
幹
憧
（
の
一
部
）
が
あ
る
。
晋
害
時
止
荷
最
伝
に
、

（
前
略
）
最
目
、
：
：
：
多
云
、
尚
書
郎
大
令
史
、
不
親
文
章
、
及
委
付
書
令
史
及
幹
。
誠
吏
多
則
相
椅
也
。
云
云
。

と
あ
る
。
こ
の
「
持
」
は
幹
憧
の
一
種
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
斡
憧
は
官
庁
の
実
務
の
一
部
を
担
当
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
庶
の
層
が
吏
と
し
て
官
庁
の
実
務
を
委
ね
ら
れ
る
際
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
小
吏
」
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
。
そ
れ
だ
け
に
駆
使
の
語

は
そ
う
し
た
庶
の
層
出
身
の
更
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
適
切
で
あ
る
。
か
く
て
官
庁
の
職
務
が
専
ら
庶
の
層
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
前
提
を

も
っ
て
、
駆
使
の
語
が
一
般
の
庶
の
層
で
斡
憧
の
役
に
つ
い
て
い
る
も
の
、
と
い
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
宋
書
訣
王
景
文
伝
を
見
る
と
、
中
書
監
領
太
子
太
侍
揚
州
刺
史
王
景
文
が
、
自
分
が
知
ら
な
い
う
ち
に
他
人
の
官
職
を
求
め
る
文

書
に
自
分
の
署
名
が
な
さ
れ
て
い
た
り
、
全
然
知
ら
な
い
人
物
の
人
事
を
自
分
が
た
の
み
こ
ん
だ
と
さ
れ
て
い
た
り
、
人
の
牌
を
略
奪
し
た
と

誤
ま
ら
れ
て
い
た
り
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
行
っ
た
上
言
と
そ
れ
に
対
す
る
詔
答
と
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
詔
答
の
な
か
に
、

悠
悠
好
詐
。
貴
人
及
在
事
者
、
属
卿
偶
不
悉
耳
。
多
是
其
周
旋
門
生
輩
、
作
其
属
託
。
貴
人
及
在
事
者
、
永
無
由
知
。
非
徒
止
於
京
師
、
乃



至
州
郡
県
中
、
或
有
詐
作
書
疏
、
灼
然
有
文
逃
者
。

と
あ
り
、
続
い
て
、

諸
舎
人
右
悲
輩
及
親
近
駆
使
人
、
慮
有
作
其
名
、
載
禁
物
、
求
停
検
校
、
彊
売
狼
物
与
官
、
白
求
交
直
、
或
属
人
、
求
乞
州
郡
、
資
礼
、
希

調
呼
召
及
虜
発
船
車
。
並
啓
。
班
下
在
所
、
有
即
駐
録
。
但
卿
貴
人
。
不
容
有
此
啓
。
由
来
有
是
。
何
故
独
驚
之
。
居
貴
要
、
但
間
心
若
為

耳
。
云
云
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
権
勢
者
た
る
貴
人
や
在
事
者
の
門
生
が
（
か
れ
ら
の
知
ら
ぬ
聞
に
）
属
託
を
す
る
こ
と
と
、
最
高
の
権
勢
者
た
る
皇
帝
の

舎
人
、
右
丞
や
親
近
駆
使
の
人
が
、
（
皇
帝
の
知
ら
ぬ
聞
に
）
禁
物
を
載
せ
、

関
津
な
ど
で
の
検
校
を
免
か
れ
る
よ
う
な
不
正
な
ど
e
守
す
る
こ

と
と
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
南
朝
の
特
殊
な
政
治
形
態
と
し
て
、
鼠
一
ア
帝
側
近
の
寒
人
が
権
勢
を
振
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
後
記
事
は
そ

の
一
端
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

「
親
近
駆
使
人
」
は
、
七
職
層
出
身
の
舎
人
、
士
入
居
出
身
の
右
丞
と
な
ら
ぶ
も
の
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る

か
ら
、
当
然
、
皇
帝
の
親
近
た
る
・
七
職
層
出
身
で
も
士
人
膚
出
身
で
も
な
い
駆
使
人
と
な
る
。
そ
う
し
た
駆
使
人
と
し
て
は
一
般
の
庶
の
層

出
身
で
幹
憧
た
る
も
の
し
か
組
定
で
き
な
い
。
な
お
、
南
史
博
抗
呂
文
顕
伝
に
、

宋
民
晩
運
、
多
以
幼
少
皇
子
為
方
鎮
。
時
主
皆
以
親
近
左
右
領
典
載
。

と
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
左
右
は
幹
憧
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
親
近
左
右
」
と
さ
き
の
「
親
近
駆
使
人
」
と
は
同
一
性
格
の

も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
説
六
朝
一
百
三
家
集
部
隠
侯
集
、
常
僧
景
等
封
侯
詔
輪
開
に
、
「
門
下
、
塵
陵
王
中
兵
参
軍
事
宜
閤
将
軍

軍
主
新
除
右
軍
常
僧
景
（
等
）
・
・
・
・
可
封
一
千
一
戸
開
国
県
侯
。
本
官
駆
使
悉
如
故
。
主
者
施
行
。
」
と
あ
る
が
、

こ
の
駆
使
は
明
か
に
幹
憧
の

意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
後
引
の
よ
う
に
、
南
史
茄
法
亮
伝
に
、

孝
武
末
年
、
鞭
罰
過
度
。
校
猟
江
右
、
選
白
衣
左
右
百
八
十
人
。
皆
面
首
宮
室
。
従
至
南
州
。
得
鞭
者
過
半
。

〉』占のマ。。

こ
れ
は
宋
の
孝
武
帝
の
と
き
富
裕
な
庶
が

（
幹
憧
の
一
つ
で
あ
る
）

左
右
と
し
て
皇
帝
の
も
の
に
あ
っ
た
の
を
物
語
る
も
の
で
あ

南
北
朝
時
代
の
幹
佳
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

四



南
北
朝
時
代
の
幹
信
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

る
。
（
孝
武
帝
の
つ
ぎ
の
つ
ぎ
の
皇
帝
が
明
帝
で
あ
る
O

）
ま
た
、
晋
書
建
陸
雲
伝
に
、

（
呉
王
要
郎
中
令
陸
雲
）
叉
陳
日
、
伏
見
令
書
、
以
、
部
曲
将
李
戚
漏
南
司
馬
呉
定
給
使
徐
泰
等
、
覆
校
諸
宮
市
買
銭
島
簿
。
・
・
・
・
今
戚
軍

四
四

旅
小
人
、
定
泰
士
卒
蹄
践
。
非
有
清
慎
素
著
、
忠
公
足
称
。
云
云
。

と
あ
る
。
乙
れ
は
（
幹
憧
の
一
つ
で
あ
る
）
給
使
が
呉
王
の
権
勢
に
依
附
し
て
「
悪
事
」
を
な
し
た
事
例
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
右
で
は
「
白

衣
左
右
百
八
十
人
」
と
あ
っ
て
、
左
右
の
う
え
に
白
衣
の
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
。
六
朝
に
お
け
る
制
度
的
用
語
と
し
て
の
白
衣
に
は
い
く
つ
か

の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
の
際
の
白
衣
は
無
官
、

に
、
南
史
博
問
一
魚
復
侯
王
子
響
伝
に
、

（
前
略
）
子
響
即
日
将
白
衣
左
右
三
十
、
乗
昨
艦
、
中
流
下
都
。
云
云
。

あ
る
い
は
庶
出
身
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
左
右
に
白
衣
の
語
が
冠
さ
れ
た
例
と
し
て
、
他

と
あ
る
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
主
の
左
右
に
侍
し
て
そ
の
用
を
弁
ず
る
も
の
と
し
て
の
左
右
の
語
は
、

一
般
的
用
語
と
し
て
あ
と
あ
と
ま
で
も
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
必
ら
ず
し
も
無
官
あ
る
い
は
庶
出
身
の
も
の
に
限
定
さ
れ
ず
品
官
の
乙
と
も
あ
る
。
乙
う
し
た
左
右
と
区
別
す
る
意
味
で

白
衣
左
右
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
惰
書
芝
百
官
志
上
に
、
陳
の
官
制
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
、

（
諸
王
公
参
佐
等
官
）
在
府
之
目
、
唯
賓
遊
宴
賞
。
時
復
傍
参
、
更
無
余
事
。
若
随
府
王
在
州
、
其
僚
佐
等
或
亦
得
預
催
督
。

と
あ
り
、
続
い
て
、

若
其
駆
使
便
有
職
務
。

と
あ
る
。
梁
の
天
監
七
年
以
後
、
か
つ
て
の
上
級
士
人
膚
は
流
内
十
八
班
に
就
く
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
て
の
下
級
士
人
膚
H
寒
士
層
は
流
外
七

班
に
就
く
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
て
の
七
職
層
以
下
は
新
ら
し
い
勲
位
に
就
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
新
勲
位
は
流
外
七
班
の
下
に
き
て
役
の
一

形
態
と
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
か
つ
て
の
庶
の
層
が
官
界
で
吏
と
し
て
働
く
際
そ
れ
は
す
べ
て
役
人
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
わ
v

右
で
、
「
其



駆
使
便
有
職
務
。
」
と
さ
れ
て
い
る
吏
が
、
土
人
層
で
な
い
吏
と
し
て
の
庶
の
層
の
更
で
あ
る
の
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。

ぞ
う
す
る
と
こ
の
駆

使
は
自
ら
庶
の
層
で
幹
憧
の
役
に
就
い
て
い
る
も
の
を
含
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
書
王
景
文
伝
に
見
え
る
駆
使
と
こ
う
し
た

駆
使
と
は
、
庶
の
層
で
幹
憧
の
役
に
就
い
て
い
る
も
の
を
指
す
と
い
う
点
で
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
体
制
、
官
制
の
変
佑
に
と
も
な
い

後
者
に
は
か
つ
て
七
職
層
の
就
く
べ
き
で
あ
っ
た
品
官
（
以
下
の
官
）
で
新
た
に
役
人
の
就
く
べ
き
「
職
」
と
さ
れ
た
も
の
例
え
ば
公
府
舎
人

に
就
い
て
い
る
も
の
を
含
b
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

庶
の
層
が
官
界
で
働
ら
く
際
、
制
度
上
、
そ
れ
は
す
べ

て
役
と
な
り
、
か
っ
そ
の
役
に
従
事
す
る
も
の
と
し
て
駆
使
の
語
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
巨
視
的
に
取
り
あ
げ
た
際
、

こ
れ
は
唐
の
番
役
即
駆
使
に
一
歩
近
づ
い
た
と
い
う
乙
と
に
な
ろ
う
。

南
朝
の
駆
使
の
語
に
は
、
他
に
庶
の
腐
出
身
で
実
務
の
練
達
者
と
し
て
官
界
で
闇
使
さ
れ
る
も
の
、
と
い
っ
た
意
味
の
使
用
法
が
あ
る
。
そ

れ
は
庶
の
層
出
身
者
で
品
宮
に
就
い
た
も
の
に
つ
い
て
も
使
用
さ
れ
る
。
南
斉
書
建
紀
僧
真
伝
に
、
庶
出
身
で
中
書
舎
人
、
羽
林
監
、
南
泰

山
太
守
な
ど
を
歴
任
し
た
紀
僧
真
に
つ
い
て
、

（
前
略
）
明
帝
以
僧
真
歴
朝
駆
使
、
建
武
元
年
、
除
瀞
撃
将
軍
、
兼
司
農
。
待
之
如
旧
。

と
あ
る
。
ま
た
、
宋
書
境
呉
喜
伝
に
、
庶
出
身
の
呉
喜
に
つ
い
て
、

呉
書
、
呉
興
臨
安
人
也
。
：
・
初
出
身
為
領
軍
府
白
衣
吏
。
・
：
（
主
審
朱
霊
民
）
薦
蕎
為
主
書
書
史
。
進
為
主
図
令
史
。
：
・
会
太
子
歩
兵
校
尉

出
慶
之
征
蛮
。
啓
太
担
、
語
審
白
随
。
使
命
去
来
、
為
世
祖
所
知
賞
。
：
・
世
祖
以
喜
為
主
書
。
梢
見
親
遇
。
擢
為
諸
王
学
官
令
左
右
尚
方
令

河
東
太
守
殿
中
御
史
。
：
・
（
大
明
中
、
）
世
祖
遣
喜
、
将
数
十
人
至
二
県
、
誘
説
翠
賊
。
賊
即
日
帰
降
。
云
云
。

と
あ
る
。
の
ち
彼
は
死
を
賜
っ
た
が
、
同
伝
に
は
そ
の
ま
え
に
劉
励
ら
に
与
え
た
詔
を
の
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
、

呉
書
出
自
卑
寒
、
少
被
駆
使
。
利
口
任
詐
、
軽
投
万
端
。
自
元
嘉
以
来
、
便
充
刀
筆
小
役
。
云
云
。

と
あ
る
。
ま
た
、
南
斉
書
…
九
州
茄
法
売
伝
に
、
庶
出
身
と
考
え
ら
れ
る
茄
法
亮
に
つ
い
て
、

南
北
朝
時
代
の
幹
僚
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
と
に
つ
い
て
（
越
智
）

四
五



南
北
朝
時
代
の
幹
僅
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

四
六

元
徽
初
、
除
殿
中
将
軍
、
為
晋
照
王
部
州
典
範
υ

除
長
兼
殿
中
御
史
》
世
祖
鎮
盆
城
、
須
旧
駆
使
人
Q

法
売
求
留
、
為
上
江
州
典
範
。

と
あ
る
。
「
晋
照
王
一
、
「
世
祖
」
、
「
上
」
は
す
べ
て
同
一
人
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
そ
の
若
干
の
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
駆
使
の
用
法
は
、

官
職
よ
り
も
む
し
ろ
人
物
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
れ
は
制
度
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
寄
在
は
さ
き
の

見
解
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

幹
憧
と
制
度
的
存
在
と
し
て
の
客
戸

現
晋
時
代
、
制
度
的
客
．
戸
に
は
ニ
つ
の
性
格
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
給
人
的
性
格
で
あ
る
。
国
政
運
営
上
、
客
一
戸
は
た
と
え
形
式
的
と
は

い
え
宮
人
へ
の
給
人
的
性
格
を
も
つ
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
二
は
（
国
家
の
基
本
体
制
上
良
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に

生
じ
た
）
私
家
の
附
隷
的
性
格
で
あ
る
。
南
朝
の
客
一
戸
は
最
後
迄
両
性
格
を
も
つ
も
の
と
会
れ
、
そ
れ
だ
け
に
幹
憧
制
の
整
備
下
に
そ
の
存
在

を
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
北
朝
の
客
戸
は
単
な
る
私
家
の
附
隷
的
な
も
の
と
し
て
存
続
・
再
生
し
（
惰
）
唐
の
部
曲
の
淵
源
を
な
し
た
。

南
朝
の
場
合
、
ま
ず
幹
憧
と
客
戸
と
が
並
存
し
、

つ
ぎ
に
前
者
の
荏
続
だ
け
が
認
め
ら
れ
て
後
者
の
存
在
が
否
定
3
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

後
者
が
た
と
え
形
式
的
に
で
も
宮
人
へ
の
給
人
的
性
絡
を
も
っ
て
い
た
だ
け
に
、
役
制
の
巨
視
的
把
握
に
お
い
て
、
唐
の
番
役
制
に
一
歩
近
づ

い
た
体
制
が
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
節
は
南
朝
に
お
い
て
幹
憧
制
が
客
戸
制
を
否
定
し
た
次
第
を
瞥
見
す
る
。

ま
ず
、
幹
憧
の
役
が
客
戸
否
定
後
も
存
続
し
た
点
で
あ
る
が
、
陳
書
一
時
宣
帝
本
紀
太
建
二
年
八
月
の
条
に
、

甲
申
、
詔
日
、
：
・
其
籍
有
巧
隠
、
弁
、
王
公
百
司
、
開
受
民
為
程
蔭
、
解
還
本
属
。

開
恩
聴
首
。

在
職
治
事
之
身
、

須
通
相
検
示
有
失
不

推
、
当
局
任
罪
。
云
云
。

と
あ
る
。
旧
来
、
王
公
百
司
は
そ
の
宮
人
と
し
て
の
資
絡
に
応
じ
、
庶
民
を
受
け
て
程
蔭
（
規
定
の
蔭
）
を
な
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
庶
民
は

王
公
百
司
の
客
戸
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
右
の
詔
は
そ
の
在
在
を
否
定
し
て
、
王
公
百
官
の
も
と
に
あ
っ
た
客
一
戸
の
「
戸
籍
」
を
本
属
に
帰



す
べ
き
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヨ
て
、
南
史
博
出
茄
法
亮
伝
に
、
茄
法
売
に
つ
い
て
、

宋
大
明
中
、
出
身
為
小
史
。
歴
斎
幹
扶
侍
。
孝
武
末
年
、
鞭
罰
渦
度
。
校
猟
江
右
、
選
白
衣
左
右
百
人
十
人
。
皆
面
首
富
室
。
従
至
南
州
。

得
鞭
者
過
半
。
法
亮
憂
催
。
因
縁
啓
、
出
家
為
道
人
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
の
扶
侍
、
左
右
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
が
、
六
朝
時
代
庶
が
給
さ
れ
て
そ
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
は
皇
帝
に
あ
っ
て
も

官
人
に
あ
っ
て
も
変
り
は
な
い
。
従
っ
て
皇
帝
の
扶
侍
、
左
右
に
関
す
る
実
情
は
、

ろ
勺
南
斉
豆
沼
茄
法
亮
伝
に
は
、
「
歴
斎
幹
扶
侍
。
」
が
、
「
歴
謹
泣
き
と
な
っ
て
い
る
。
扶
は
扶
侍
の
略
称
に
相
違
な
い
。

扶
の
語
は
つ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
o

例
え
ば
、
南
斉
書
諸
童
謡
伝
に
、
粛
謡
に
つ
い
て
、

（
斉
）
建
武
元
年
、
転
領
軍
将
軍
左
将
軍
南
徐
州
刺
史
。
給
扶
。

と
あ
り
、
梁
誉
博
五
孫
謙
伝
に
、
孫
謙
に
つ
い
て
、

（
梁
天
監
）
十
四
年
、
詔
日
、
：
・
宜
加
優
秩
。
可
給
親
信
二
十
人
、
弁
給
扶
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
陳
書
悼
一
霊
山
越
伝
に
、
き
は
挺
に
つ
い
て
、

（
太
建
）
七
年
、
従
都
督
予
建
光
朔
合
北
徐
六
州
諸
軍
事
予
州
刺
史
。
鎮
寿
陽
。
侍
中
散
騎
常
侍
持
節
将
軍
儀
同
鼓
吹
扶
誼
如
故
。

と
あ
り
、
陳
書
刊
一
淳
子
量
伝
に
、
淳
子
量
に
つ
い
て
、

（
太
建
）
五
年
、
徴
為
中
護
大
将
軍
。
侍
中
儀
同
鼓
吹
扶
誼
如
故
。

と
あ
り
、
陳
五
一
一
一
杜
稜
伝
に
、
社
稜
に
つ
い
て
、

（
太
建
）
四
年
、
復
為
侍
中
右
光
禄
大
夫
。
井
給
鼓
吹
一
部
。
将
軍
佐
史
扶
誼
如
故
。

と
あ
り
、
陳
書
…

P
一
妻
憲
伝
に
、
意
憲
に
つ
い
て
、
至
徳
二
年
よ
り
の
ち
の
こ
と
と
し
て
、 こ

れ
を
官
人
の
扶
侍
に
推
し
て
考
え
て
差
支
え
な
か

こ
う
し
た

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
関
）

四
七



南
北
朝
時
代
の
幹
優
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

四
八

給
扶
二
人
。

と
あ
り
、
陳
書
一
定
都
陽
王
伯
山
伝
に
、
都
陽
王
伯
山
に
つ
い
て
、

（
太
建
）
十
一
年
、
入
為
護
軍
将
軍
、
加
開
府
犠
同
三
司
。
白
給
鼓
吹
弁
扶
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
記
事
は
太
建
二
年
八
月
甲
申
の
詔
が
出
て
の
ち
も
依
然
扶
持
が
存
し
た
の
を
物
語
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
宋
香

芝
朱
僑
之
伝
に
、

傍
之
後
墜
車
、
折
脚
、
辞
尚
書
。
領
崇
憲
太
僕
。
白
加
特
進
金
紫
光
禄
大
夫
。
以
脚
疾
不
堪
独
行
、
特
給
扶
侍
。

と
あ
る
が
、
扶
持
は
文
字
通
り
そ
の
主
を
扶
持
す
べ
き
職
務
を
お
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
と
、

扶
侍
が
幹
憧
の
役
の
一
つ
で
あ
る
、
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
扶
侍
に
関
す
る
考
察
は
、
幹
偉
（
の
役
）
が
、
客
戸
の
存
在

が
否
定
会
れ
て
か
ら
も
存
続
し
た
こ
と
を
証
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
た
だ
し
、
本
節
で
い
う
桜
戸
は
す
べ
て
制
度
的
な
も
の
だ
け
で
あ
る
。
世
常

一
般
の
称
呼
と
し
て
の
「
客
の
戸
」
は
以
後
も
引
続
き
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
）

つ
ぎ
に
、
国
政
運
営
上
幹
憧
の
役
と
客
戸
の
役
と
が
同
質
性
を
も
っ
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
惰
書
一
店
食
貨
志
に
、

都
下
人
、
多
為
諸
王
公
貴
人
左
右
佃
客
典
計
衣
食
客
之
類
。
皆
無
謀
役
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
南
朝
時
代
、
都
下
の
人
が
諸
王
公
貴
人
（
そ
の
下
限
は
宋
斉
時
代
で
い
え
ば
第
六
品
官
、
梁
陳
時
代
で
い
え
ば
流
内
一
班
）

の
左
右
、
佃
客
、
典
計
、
衣
食
客
の
類
と
な
り
、
す
べ
て
課
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
佃
客
、
典
計
、
衣
食
客
は
そ
れ

ぞ
れ
（
制
度
的
な
）
客
戸
の
具
体
的
名
称
な
の
で
み
ー
か
。
そ
う
す
る
と
左
右
も
亦
同
じ
く
客
一
戸
の
具
体
的
名
称
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
称

は
主
の
左
右
に
あ
っ
て
そ
の
用
を
弁
ず
る
と
こ
ろ
に
出
た
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
客
一
戸
と
は
考
え
が
た
く
幹
偉
の
役
に
服
し

て
い
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
そ
れ
を
論
証
す
る
o

宋
書
措
一
劉
粋
伝
に
、

梁
桂
内
之
説
道
済
日
、

（
前
略
）
時
城
中
或
伝
、

（
劉
）
道
済
己
亡
。
莫
有
至
者
。

将
軍
気
息
綿
綿
。

而
外
論
互
有
同
異
。

ム
「
軍
師
屡
敗
。



妖
冠
未
珍
。
若
一
任
不
虞
、
則
危
禍
立
至
。
宜
称
小
損
、
聴
左
右
給
使
盟
出
。
不
然
、
敗
失
。
道
済
佑
之
。
即
喚
左
右
三
十
余
人
、
告
之
日
、

吾
疾
久
。
汝
等
扶
侍
疲
労
。
今
既
小
損
。
各
聴
帰
家
休
息
d

喚
復
選
υ

給
使
既
出
。
其
ハ
ス
兄
皆
問
、
使
君
亡
来
幾
日
。

子
弟
皆
言
。
君
漸

差
。
主
言
亡
者
。
伝
相
告
語
、
城
内
乃
安
。
由
是
応
募
者
、

一
日
千
余
人
。
云
云
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
役
と
し
て
の
「
左
右
給
使
」
と

コ
1
u

あ
る
が
、
宋
書
村
山
川
元
凶
伝
に
、
文
帝
の
太
子
助
が
文
帝
を
試
し
て
即
位
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

間
間
義
師
大
起
。
：
・
自
永
初
元
年
以
前
、
相
国
府
入
斎
伝
教
給
使
、
免
軍
戸
、
属
南
彰
域
蒔
県
。

「
左
右
」
と
「
給
使
」
と
が
同
質
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
給
使
の
語
が

と
あ
る
。
永
初
元
年
は
宋
王
朝
成
立
の
年
で
あ
り
、
「
相
国
府
」
は
劉
裕
の
そ
れ
で
あ
る
。

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
宋
王
朝
の
創
業
者
劉
裕
が
東
晋
末
に
率
い
た
元
従
部
隊
の
中
、
そ
の
相
国
府
の
伝
教
や
給
使
で
あ
っ
た
も
の
で
、
現
に
な

こ
乙
に
見
え
る
「
軍
一
戸
」
は
い
わ
ゆ
る
兵
戸
の
こ

お
兵
一
円
で
あ
る
も
の
を
兵
一
戸
か
ら
解
放
し
て
、
南
彰
城
郡
醗
県
に
附
籍
し
て
一
般
の
一
戸
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
兵
一
戸
で
あ
っ
て
し
か
も

客
戸
と
し
て
の
役
に
服
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
（
伝
教
や
）
給
使
は
兵
か
幹
僅
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
晋
書
設

楊
方
伝
を
見
る
と
、

楊
方
、
字
公
因
。
少
好
学
、
有
異
才
。
初
為
郡
鈴
下
威
儀
。
公
事
之
暇
、
相
読
五
経
。
郷
口
巴
未
之
知
。
内
史
諸
葛
恢
見
而
奇
之
。
待
以
門
人

之
礼
。
由
是
、
始
得
周
旋
貴
人
問
。

と
あ
る
。
こ
れ
を
太
平
御
覧
当
吋
寸
治
道
部
十
二
薦
挙
中
の
項
に
は
、

晋
中
興
書
目
、
：
・
郡
鈴
下
有
楊
方
者
。
字
公
廻
。
初
為
郡
威
儀
。
少
好
学
、
有
異
才
。
以
内
役
在
閤
下
。

（知）

Y

未
之
別
也
。
内
史
諸
葛
恢
聞
方
学
、
召
為
給
使
。
見
而
異
之
。

異
。
方
始
得
周
旋
郷
賞
。

公
事
之
暇
、

輔
読
五
経
。

郷
邑

謂
有
殊
常
之
才
。

即
解
役
、
散
置
左
右
、
以
門
人
待
鷲
。

由
是
、
邦
壌
敬

と
記
し
て
い
る
。
両
記
事
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
楊
万
が
初
め
郡
の
威
儀
と
な
り
、
つ
い
で
郡
の
鈴
下
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
役
は

南
北
朝
時
代
の
幹
佳
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

四
九



南
北
朝
時
代
の
幹
佳
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

五
0 

門
役
で
あ
っ
た
。
内
史
諸
葛
恢
は
方
に
学
の
あ
る
の
を
聞
き
召
し
て
給
使
の
役
に
あ
て
た
。
恢
は
方
を
奇
と
し
、
給
使
の
役
を
解
い
て
左
右
に

お
き
、
門
人
を
以
て
方
を
遇
し
た
。
と
。
こ
の
門
役
、
給
使
の
役
が
、
客
戸
が
そ
の
主
に
供
す
る
役
や
兵
役
関
係
の
役
と
全
く
違
う
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
の
庶
が
官
街
、
宮
人
に
供
す
る
役
で
あ
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
門
役
、
給
使
の
役
は
自
ら
幹
憧
の
役
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
（
右
に
見
え
る
「
左
右
」
は
制
度
的
用
法
で
な
く
一
般
的
用
法
で
あ
ろ
う
o
）
か
く
て
、
役
と
し
て
の
左
右
で
か
つ
給
使
と
同

質
的
な
も
の
が
幹
憧
の
一
種
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
（
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
給
使
と
な
ら
ぶ
伝
教
も
自
ら
幹
憧
の
一
種
と
さ
れ
よ
う
。
）

た
だ
し
、
宋
書
博
記
建
一
平
宣
簡
王
宏
伝
に
、

（
前
略
）
宏
遺
左
右
親
信
周
法
道
、
膏
手
板
、
詣
世
祖
。
云
云
。

と
あ
る
。
周
法
道
は
も
ち
ろ
ん
一
人
で
あ
る
か
ら
、

る
。
ま
た
、
梁
書
博
二
南
平
裏
王
偉
伝
に
、
建
安
王
偉
に
つ
い
て
、

（
天
監
）
十
三
年
、
改
為
左
光
禄
大
夫
。
加
親
信
四
十
人
。
・
：
井
ニ
衛
両
営
、
雑
役
二
百
人
。
倍
先
。
置
防
閤
臼
直
左
右
職
局
一
百
人
。

右
の

「
左
右
親
信
」
は
、

左
右
と
い
う
親
信
、

左
右
の
う
ち
の
親
信
の
ど
ち
ら
か
と
な

と
あ
る
。
乙
の
記
事
で
は
「
親
信
」
と
「
左
右
」
と
が
別
の
も
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、

こ
の
左
右
は
自
ら
狭
義
の
も
の
と
な
り
、
さ
き
の

左
右
は
自
ら
広
義
の
も
の
と
な
る
。

つ
ま
り
さ
き
の
「
左
右
親
信
」
は
左
右
の
う
ち
の
親
信
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
宋
書
劉

粋
伝
の
「
左
右
給
使
」
が
左
右
の
う
ち
の
給
使
な
る
べ
き
を
示
唆
す
る
。
か
く
て
、
陪
書
食
貨
志
の
記
事
は
そ
の
指
す
時
期
に
お
い
て
、
都
下

の
人
が
客
戸
や
幹
憧
の
な
か
の
左
右
な
ど
に
な
り
課
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、

一
般
的
に
い
う
と
、
幹
憧
を

給
さ
れ
る
下
限
は
第
九
品
官
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
い
っ
て
も
、
陪
書
食
貨
志
に
見
え
る
左
右
は
自
ら
幹
憧
の
な
か
で
限
定
さ
れ
た
も
の

つ
ま
り
狭
義
の
も
の
と
さ
れ
よ
う
。
（
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
親
信
は
第
六
品
官
、
流
内
第
一
班
以
上
に
だ
け
給
さ
れ
て
い
る
。
）

つ
ぎ
に
、
国
政
運
営
上
幹
憧
の
役
と
客
一
戸
の
役
と
が
異
質
性
を
も
っ
た
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
際
重
要
な
の
は
幹
憧
の
場
合
に
比
べ

て
客
戸
の
場
合
が
主
の
「
私
民
」
的
性
格
が
は
る
か
に
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
客
戸
の
場
合
、
そ
の
主
（
家
）
に
役
を
提
供
す
る
期
間
が
無



限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
役
の
提
供
が
一
戸
の
構
成
員
を
あ
げ
て
で
あ
っ
た
乙
と
、
私
的
結
合
関
係
の
生
成
を
前
提
と
し
て
そ
れ
を
制
度
的

に
認
め
た
も
の
が
客
戸
で
あ
っ
た
こ
と
、
は
客
（
戸
）
が
自
ら
主
（
家
）
の
「
私
民
」
的
性
格
を
強
く
帯
び
た
の
を
物
語
る
と
さ
れ
よ
う
。

方
幹
憧
の
場
合
で
あ
る
が
、
幹
偉
は
一
定
の
基
準
を
も
っ
て
民
を
徴
発
し
、
そ
の
民
を
官
街
、
宮
人
に
給
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
人
の

幹
憧
が
給
主
に
役
を
提
供
す
る
期
間
は
自
ら
限
定
さ
れ
る
。
き
て
、
南
斉
害
時
十
巴
陵
王
子
倫
伝
に
、

（
永
明
）
十
年
、
遷
北
中
郎
将
南
現
邪
彰
域
二
郡
太
守
。
欝
林
即
位
。
以
南
彰
城
禄
力
優
厚
、
奪
子
倫
与
中
書
舎
人
葵
母
珍
之
。
更
以
南
蘭

陵
代
之
。

と
あ
る
。
「
禄
力
」
は
俸
禄
と
力
人
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

乙
の
「
力
人
」
は
幹
憧
（
の
一
種
）
で
あ
る
。

右
の
記
事
は
地
方
（
長
）
官
の
場

合
そ
の
幹
憧
に
闘
し
現
地
徴
発
主
載
を
と
る
の
ぞ
物
語
っ
て
い
る
。
本
文
前
引
の
晋
書
楊
万
伝
、
宋
書
劉
粋
伝
の
記
事
も
そ
れ
を
示
唆
す
る
。

そ
う
す
る
と
地
方
（
長
）
官
が
幹
憧
を
と
る
際
自
ら
の
意
を
以
て
希
望
す
る
人
物
を
選
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
南
斉
喜
四
十
魚
復

侯
子
響
伝
に
、

子
響
少
好
武
。
在
西
予
時
、
自
選
帯
位
。
左
右
六
十
人
皆
有
胆
力
。

ム」みのマ。。

「
在
酉
予
時
」
は
子
響
が
予
州
刺
史
と
し
て
そ
の
任
に
あ
っ
た
と
き
を
指
す
。

こ
れ
は
恐
ら
く
そ
の
一
例
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
惰
書
食
貨
志
に
、
前
引
の
よ
う
に
、

都
下
人
、
多
為
諸
王
公
費
人
左
右
佃
客
興
計
衣
食
客
之
類
。
皆
無
課
役
。

ル』ゅの’
h
v

。
こ
こ
に
左
右
が
客
一
戸
た
る
佃
客
、
典
計
、

衣
食
客
と
並
ん
で
い
る
こ
と
は
、

そ
の
具
体
的
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
庶
が
第
六
品

官
、
流
内
一
班
以
上
の
宮
人
と
何
ら
か
の
結
び
つ
き
を
も
っ
場
合
、
（
あ
る
い
は
何
ら
か
の
結
び
つ
き
を
も
と
う
と
す
る
場
合
、
）
そ
の
故
に
庶

が
そ
う
し
た
宮
人
を
給
主
と
し
、
そ
の
左
右
と
な
っ
た
場
合
の
あ
る
の
を
示
唆
し
よ
河
戸
こ
う
し
た
際
給
主
と
幹
憧
と
の
聞
に
私
的
結
合
関
係

の
生
じ
た
（
こ
と
の
あ
る
）
の
は
察
す
る
に
か
た
く
な
い
。
J

も
ち
ろ
ん
給
主
側
に
予
め
そ
の
も
の
を
幹
憧
に
選
ぶ
意
思
が
な
く
、
そ
う
し
た
意

南
北
朝
時
代
の
幹
盤
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

五



南
北
朝
時
代
の
幹
僚
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
抑
）

主

味
で
は
偶
然
性
ぞ
も
っ
て
給
主
が
幹
憧
を
使
用
し
た
際
に
あ
っ
て
も
そ
こ
に
私
的
結
合
関
係
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て

も
給
主
と
幹
憧
と
の
関
係
は
も
と
も
と
公
的
な
も
の
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
「
支
配
L

関
係
は
本
来
幹
憧
の
家
（
、
戸
）
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ

る
先ち
是な
、み

五に
省
官宋
所書
給十巻
laft士 二三ノ、

憧喜
之
伝
t乙

不
得
雑
役
。

太
祖
世
、
坐
以
免
官
者
、

前
後
百
人
。

（
著
作
佐
郎
出
）
統
軽
役
過
差
。
有
司
奏
免
。
世
祖
詔

日
、
自
頃
、
幹
憧
多
不
抵
給
主
。
可
量
聴
行
杖
。
得
行
幹
杖
、
自
此
始
也
Q

と
あ
る
。
「
五
省
」
は
尚
書
、
申
書
、
門
下
、
秘
書
、
集
番
の
五
省
を
指
す
。
ま
た
南
斉
書
博
m
t
張
融
伝
に
、

（
張
融
）
尋
請
仮
奔
叔
父
喪
。
道
中
罰
幹
鏡
敬
道
、
鞭
杖
五
十
。
寄
繋
延
陵
獄
。
大
明
五
年
（
西
紀
四
六
一
年
）
、
制
、
二
品
清
官
行
優
勢

杖
、
不
得
出
十
。
為
左
丞
孫
緬
所
奏
。
免
官
。

と
あ
る
。
大
明
五
年
は
宋
の
世
祖
孝
武
帝
の
在
位
時
で
あ
る
か
ら
、
前
記
事
の
量
り
て
幹
に
杖
を
行
う
を
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
ら
後
記
事

（
出
統
の
就
い
て
い
た
著
作
佐
郎
は
二
品
清
宮
で
あ
る
。
）
右

の
雑
役
は
も
ち
ろ
ん
幹
憧
の
役
の
ζ

と
で
な
く
、
規
定
通
り
の
職
分
以
外
の
私
的
な
雑
用
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
宋
書
一
一
孝
武
帝
本

と
一
体
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

の
「
制
、
二
品
清
官
行
偉
幹
杖
、
不
得
出
十
。
」

紀
孝
建
三
年
（
西
紀
四
五
六
年
）
二
月
の
条
に
、

壬
午
、
内
外
官
有
田
在
近
道
、
聴
遣
所
給
吏
憧
、
附
業
。

と
あ
る
。
乙
の
田
は
も
ち
ろ
ん
私
田
で
あ
る
。
幹
憧
を
と
く
に
私
用
に
使
う
際
こ
う
し
た
詔
が
出
た
こ
と
は
、

一
般
に
幹
債
を
私
的
な
雑
用
に

私
用
で
き
な
か
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
右
の
出
統
に
関
す
る
部
分
は
厳
酷
な
孝
武
帝
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
幹
憧
を
使
用
し
た
際
、

そ
れ
を
私
用
と
し
て
法
に
ふ
れ
さ
せ
ら
れ
る
の
を
恐
れ
、
出
統
が
幹
憧
を
殆
ん
ど
使
用
し
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
ま
た
法
に
ふ
れ
る
と

し
て
有
司
か
ら
奏
弾
さ
れ
た
の
を
示
し
て
い
る
と
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
宋
書
出
演
之
伝
を
め
ぐ
る
以
上
の
実
情
は
さ
き
の
見
解
を
側
面
か
ら
さ



さ
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
俸
禄
体
系
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
客
（
一
戸
）
の
場
合
、
そ
の
主
（
家
）

へ
の
役
の
提
供
は
（
極
め
て
拡
大
し
た
解
釈
に
お
い
て
は
官

人
の
俸
禄
の
一
部
に
な
る
が
、
）

一
般
的
理
解
に
お
い
て
、
官
人
の
俸
禄
の
一
部
を
な
し
て
い
な
い
。

事
実

官
人
の
俸
禄
は
客
（
戸
）
所
有

と
は
無
関
係
に
支
給
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

一
方
幹
憧
の
場
合
で
あ
る
が
、
前
引
の
南
斉
書
巴
陵
王
子
倫
伝
の
記
事
は
俸
禄
を
給
す
る
こ

と
と
幹
偉
を
給
す
る
こ
と
と
を
別
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
幹
偉
を
給
す
る
こ
と
、
と
く
に
そ
れ
を
郎
と

し
て
支
給
す
る
こ
と
が
官
禄
と
理
解
さ
れ
た
場
合
も
あ
物
か
く
て
、
国
家
の
宮
人
に
対
す
る
給
与
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
客
戸
の
存
在

を
認
め
る
よ
り
も
幹
憧
を
給
す
る
万
が
は
る
か
に
有
効
性
を
も
っ
と
さ
れ
よ
う
。

以
上
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
幹
憧
制
の
整
備
が
客
戸
を
否
定
す
べ
き
は
、
自
然
の
勢
と
さ
れ
よ
う
。
宣
帝
は
国
権
の
強
佑
に
努
め
た
皇
帝

で
あ
る
が
、
同
帝
の
手
に
よ
っ
て
太
建
二
年
客
戸
制
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
歴
史
の
大
勢
と
し
て
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

雑

役

、

雑

使

南
北
朝
時
代
に
雑
役
と
い
う
も
の
が
盛
ん
に
出
て
く
る
。
例
え
ば
晋
書
崎
十
王
義
之
伝
に
、

（
王
義
之
）
叉
遺
尚
書
僕
射
謝
安
書
目
、
：
・
自
軍
興
以
来
、
征
役
及
充
運
、
死
亡
叛
故
、
不
反
者
衆
。
虚
粍
至
此
。
而
補
代
循
常
。
所
在
調

困
、
莫
知
所
出
。
上
命
所
差
、
上
道
、
多
叛
。
則
吏
及
叛
者
、
席
巻
同
去
。

叉
有
常
制
。

輔
令
其
家
及
同
伍
、

課
捕
。

課
捕
不
檎
、
家
及
同

伍
、
尋
復
亡
叛
。
百
姓
流
亡
、
戸
口
目
減
、
其
源
在
此
。
叉
有
百
工
医
寺
死
亡
絶
没
、
家
戸
空
尽
。
差
代
無
所
、
上
命
不
絶
。
事
起
或
十
年

十
五
年
、
弾
挙
獲
罪
。

無
僻
息
而
無
益
実
事
。

何
以
堪
之
。

謂
、
自
今
諸
死
罪
原
軽
者
及
五
歳
刑
、
可
以
充
此
。
其
減
死
者
、
可
長
充
兵

役
。
五
歳
者
、
可
充
雑
工
医
寺
。
皆
令
移
其
家
、
以
実
都
邑
。
都
邑
既
実
、
是
政
之
本
。
叉
可
絶
其
亡
叛
。
不
移
其
家
、
逃
亡
之
患
、
復
如

初
耳
。
今
除
罪
而
充
雑
役
、
尽
移
其
家
、
小
人
愚
迷
、
或
以
為
重
於
殺
載
。
可
以
絶
姦
。
刑
名
雄
軽
、
懲
粛
実
重
。
畳
非
適
時
之
宜
邪
。

南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

五



南
北
朝
時
代
の
幹
佳
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
佳
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

五
回

と
あ
る
。
乙
乙
で
「
除
罪
而
充
雑
役
」
の
意
味
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
対
象
と
な
る
の
は
（
新
た
に
）
兵
戸
と
さ
れ
る
も
の
及
び
百
工

医
寺
H
H
雑
工
医
寺
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
雑
役
は
当
然
兵
戸
と
雑
工
医
寺
と
が
共
通
し
て
負
担
す
る
役
目
と
な
る
。
兵
戸
の
負
担
す
る

役
は
兵
役
以
外
は
幹
憧
の
役
し
か
想
定
で
き
な
い
。
い
ま
兵
戸
が
幹
憧
の
役
を
負
担
し
た
一
例
を
あ
げ
る
と
、
前
引
の
よ
う
に
兵
戸
が
給
使
と

し
て
劉
裕
の
相
国
府
に
い
た
こ
と
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
雑
工
医
寺
が
幹
憧
の
役
を
負
担
し
た
一
例
を
あ
げ
る
と
、
南
斉
誉
博
六
百
官
志
太
常
の
項

l乙、
国
子
祭
酒
一
人
。
博
士
二
人
。
助
教
十
人
。

と
あ
り
、
そ
の
注
に

（挙）？

（
前
略
）
其
下
、
典
学
二
人
。
三
品
。
准
太
常
主
簿
。
戸
曹
儀
曹
各
二
人
。
五
品
。
白
簿
治
礼
吏
入
人
。
六
品
。
保
学
。
医
二
人
。
威
儀
二

人
と
あ
る
。
威
儀
が
幹
憧
の
役
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
さ
き
に
述
べ
た
。
こ
れ
と
な
ら
ぶ
医
は
必
ら
ず
や
医
（
の
身
分
階
層
）
か
ら
出
さ
れ
た
幹

偉
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
考
察
が
幸
に
大
過
な
い
と
す
る
と
、
雑
役
は
自
ら
幹
債
の
役
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
梁
書
博
一
一
南
平
元
裏
王
偉
伝
に
、
（
き
き
の
建
安
王
、
の
ち
の
南
平
王
）
偉
に
つ
い
て
、

（
天
監
）
十
三
年
、
改
為
左
光
禄
大
夫
。
加
親
信
四
十
人
。
歳
給
米
万
餌
布
絹
五
千
匹
薬
直
二
百
四
十
万
。
厨
供
月
二
十
万
。
弁
二
衛
両
営
、

雑
役
二
百
人
。
倍
先
。
置
防
閤
白
直
左
右
職
局
一
百
人
。
偉
末
年
疾
浸
劇
。
不
復
出
藩
。
故
俸
秩
加
．
君
。

と
あ
る
。
唐
時
代
、
防
間
、
白
直
は
と
も
に
番
役
で
あ
る
。
南
朝
に
お
い
て
防
閤
、
白
直
が
幹
憧
の
役
名
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ぞ
察
す
る
に
か

た
く
な
い
。
南
朝
の
左
右
が
幹
憧
の
役
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
乙
で
宋
害
時
一
吠
江
夏
文
献
王
義
恭
伝
ぞ
見
る

と
、
太
宰
領
司
徒
で
あ
っ
た
江
夏
王
義
恭
に
つ
い
て
、

以
山
口
京
芸
昭
武
永
佑
三
営
合
四
百
三
十
七
戸
給
府
。
増
吏
憧
千
七
百
人
、
合
為
二
千
九
百
人
。



と
あ
る
。

こ
れ
は
江
夏
王
義
士
舶
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
が
、

崇
芸
昭
武
永
佑
三
営
の
四
百
三
十
七
戸
が
兵
戸
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

ぃ
。
両
記
事
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
前
記
事
の
二
衛
両
営
の
二
百
人
、
後
記
事
の
四
百
三
十
七
一
戸
は
幹
憧
と
し
て
使
用
さ
せ
る
べ
き
目
的
を
も

っ
て
給
会
れ
た
兵
戸
の
人
数
・
戸
数
と
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
兵
戸
の
場
合
そ
れ
が
軍
隊
で
幹
偉
の
役
に
就
い
て
い
る
際
、
往
と
事
実
上
戦
闘
員

に
近
い
職
務
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
宋
害
減
和
帝
本
紀
永
和
二
年
十
一
月
の
条
に
、

教
日
、
・
：
将
更
転
一
階
。
従
征
身
、
有
家
口
、
停
鎮
、
給
康
食
。
凡
諸
雑
役
、
見
在
諸
寧
帯
甲
之
身
、
克
定
之
後
、
悉
免
為
民
。
其
功
効
賞

報
別
有
科
条
。

と
あ
る
の
は
、
そ
の
推
定
に
確
実
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

怠
て
、
南
北
朝
に
は
雑
使
と
い
う
語
が
見
え
る
。
い
ま
こ
の
語
を
と
り
あ
げ
る
と
、
｛
室
長
引
責
回
伝
に
、

責
回
、
寛
陵
郡
軍
人
也
。
出
身
充
郡
府
雑
役
。
梢
至
伝
教
。
減
質
為
郡
、
転
斎
師
。
云
云
。

と
あ
り
、
南
史
時
十
黄
回
伝
に
、

責
回
、
寛
陵
郡
軍
人
。
出
身
充
郡
府
雑
使
。
梢
至
伝
教
。
蹴
質
為
郡
、
転
斎
師
。
云
云
。

と
あ
る
。

こ
の
両
記
事
を
対
比
す
る
と
、
雑
使
と
雑
役
と
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
幹
憧
の
役
を
ど
う
し
て
雑
使
と
い
っ
た
か
と

い
う
理
由
で
あ
る
が
、
南
斉
書
語
呂
文
度
伝
に
、
斉
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

時
茄
法
亮
掌
雑
駆
使
簿
及
宜
通
密
殺
。
呂
交
顕
掌
穀
自
事
。
其
余
舎
人
無
別
任
。

と
あ
る
。

こ
の
「
雑
駆
使
簿
」
は
雑
駆
使
（
も
ろ
も
ろ
の
駆
使
）
に
関
す
る
帳
簿
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
た
帳
簿
記
載
の
対
象
に
な
る
駆
使
を

幹
憧
の
役
と
し
、
請
の
そ
う
し
た
駆
使
す
な
わ
ち
雑
駆
使
の
略
称
と
し
て
雑
使
の
語
を
想
定
す
る
こ
と
は
別
に
無
理
で
は
な
か
ろ
う
。
な
お
、

駆
使
の
語
が
他
の
語
と
連
な
っ
て
新
た
に
一
一
語
を
つ
く
り
、
改
め
て
そ
の
語
が
略
注
れ
そ
乙
に
使
の
語
が
残
っ
た
事
例
を
あ
げ
る
と
、

害
時
一
十
百
官
志
下
に
、

宋

南
北
朝
時
代
の
幹
僚
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

主
五



南
北
朝
時
代
の
幹
鑑
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

五
六

叉
漢
宮
中
有
伯
使
。
主
為
諸
官
駆
使
、
醇
路
於
道
伯
中
。
故
言
伯
使
。

と
あ
る
。
乙
の
伯
使
は
道
伯
駆
使
の
略
と
す
べ
き
で
あ
る
。

き
て
、
故
唐
律
疏
議
博
一
一
一
一
戸
婚
中
の

諸
応
受
復
除
而
不
給
、
不
応
受
而
給
者
、
徒
二
年
。
其
小
倍
役
者
、
筈
五
十
。

と
あ
り
、
そ
の
疏
議
の
な
か
に
、

其
小
稽
役
、
謂
充
夫
及
雑
使
。

と
あ
っ
て
、
小
稽
役
が
夫
と
雑
使
と
か
ら
な
っ
て
い
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
、
夫
は
雑
揺
を
意
味
す
る
。
こ
と
に
雑
使
が
見
え
る
が
、

唐
時
代
の
雑
使
も
亦
南
朝
で
い
う
持
憧
の
役
（
つ
ま
り
唐
時
代
の
番
役
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
乙
の
唐
の
雑
使
の
語
は
、
当
時
、
番
役
を
意
味

す
2 とる
会乙駆
りろ使
十での
年、語
（周が
西害容
紀十巻在
五三ニし
四腰た

塁塁 2
て宍を

J、
授古

宝え
にI 、
度そ
支 の
尚雌

豪華
著官
作（

も
兼 z

童五
周ろ
卿。の
駆
使叉）

査の
ノ、，；，，

季 最
関口 と
竜ぃ

奏品
事義
干J 砂

考 6
－つ

えるハで
露？役、

叉
差

発
構
役
、
多
不
十
仔
意
。
致
令
貧
弱
者
或
童
福
而
遠
成
、
富
彊
者
或
軽
使
市
近
防
。
守
令
用
懐
如
比
。
不
存
郎
民
之
心
、
皆
王
政
之
罪
人
也
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
童
相
惜
」
と
「
遠
成
」
、
「
軽
使
」
と
「
近
防
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
句
を
な
し
て
い
る
。
遠
成
と
近
防
と
が
と
も
に
兵
役
を
指

し
て
い
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
軽
使
の
使
は
必
ら
ず
や
さ
き
に
見
た
雑
使
の
使
で
あ
ろ
う
。
北
朝
の
史
料
に
は
す
で
に
雑
揺
が
見
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
親
書
一
時
七
孝
文
帝
本
紀
延
興
三
年
（
西
紀
四
七
三
年
）
十
一
月
の
条
に
、
河
南
七
州
に
つ
い
て
、

戊
寅
、
詔
日
、
・
：
其
有
鱗
寡
孤
独
貧
不
自
存
者
、
復
其
雑
傷
。
年
八
十
己
上
、
一
子
不
従
役
。
云
云
。

と
あ
り
、
現
意
A
d十
韓
麟
麟
伝
に
、
高
祖
の
と
き
の
乙
と
と
し
て
、

（
韓
）
顕
宗
上
書
。
其
一
日
：
・
、
則
南
州
免
雑
稽
之
煩
、
北
都
息
分
析
之
歎
。
云
云
。



と
あ
る
。
右
の
軽
使
に
対
比
さ
れ
る
重
徳
の
衝
は
必
ら
ず
や
当
時
の
史
書
に
見
え
る
雑
衝
の
各
で
あ
ろ
う
。
唐
時
代
雑
使
日
番
役
は
雑
揺
と
等

価
値
的
で
あ
る
が
、
当
時
に
あ
っ
て
も
恐
ら
く
雑
衝
と
雑
使
と
は
等
価
値
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に
重
径
と
軽
使
と
が
対
用
を
な
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
北
朝
に
お
い
て
も
雑
役
の
語
は
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
説
書
博
一
一
李
彪
伝
に
、

彪
叉
表
日
、
・
：
叉
別
立
農
官
、
取
州
郡
戸
十
分
之
一
、
以
為
屯
人
。
相
水
陸
之
宜
、
料
頃
畝
之
数
、
以
蹴
調
雑
物
之
余
財
、
市
牛
、
科
給
、

令
其
騨
力
。

一
夫
之
問
、
歳
責
六
十
倒
。
鏑
其
正
課
井
征
成
雑
役
。
云
云
。

と
あ
る
。

論
を
進
め
る
と
、
か
つ
て
別
稿
で
、
南
朝
に
お
い
て
下
級
品
官
を
対
象
と
す
る
・
役
の
性
格
上
幹
億
の
役
と
同
一
の
も
の
が
存
し
て
い
た
こ
と

を
述
べ
た
。

こ
れ
は
現
実
に
は
郎
を
納
め
て
免
か
れ
て
い
た
。

こ
の
役
目
を
何
と
い
う
の
か
遺
憾
な
が
ら
明
か
で
な
い
。
し
か
し
、
当
時
雑
役

と
い
う
語
は
庶
の
負
担
す
べ
き
幹
憧
の
役
を
指
し
て
お
り
、
品
宮
に
及
ば
な
い
。
駆
使
の
語
も
同
様
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
雑
使
も
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
残
る
の
は
幹
憧
と
い
う
語
で
あ
る
。
（
は
し
が
き
で
は
そ
う
と
断
定
し
た
表
現
を
し
た
が
、
）

ζ

れ
が
い
ま
問
題
と
し
て
い
る

役
目
を
指
し
た
と
い
う
蓋
然
性
は
比
較
的
高
い
の
で
あ
九
百
（
以
下
そ
う
し
た
役
を
「
品
官
の
役
」
と
い
う
。
）
つ
ぎ
に
唐
時
代
で
あ
る
が
、

唐
書
堵
百
官
志
に
、

（
五
）
？

凡
文
散
階
二
十
九
。
：
・
自
四
品
、
皆
番
上
於
吏
部
。
不
上
者
、
歳
輸
資
銭
。
三
品
以
上
六
百
。
六
品
以
下
一
千
。

新

と
あ
り
、
ま
た
、

武
散
階
四
十
有
五
0

・
：
自
四
品
以
下
、
皆
審
上
於
兵
部
。
以
遠
近
為
八
番
。
三
月
以
上
。
三
千
里
外
者
、
免
蕃
輸
資
、
如
文
散
官
。
唯
追
集

乃
上
。

と
あ
る
。

こ
れ
ら
は
三
千
里
外
の
文
武
散
官
に
役
が
課
さ
れ
る
が
、
も
し
そ
の
役
に
服
し
な
い
と
き
は
資
銭
を
納
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
を
物

語
っ
て
い
る
。
（
納
資
を
も
っ
て
役
に
代
え
え
る
も
の
に
は
、
他
に
勲
官
、
雑
戸
な
ど
が
あ
る
。
）
こ
う
し
た
資
と
課
と
は
開
元
六
年
以
後
資
課
と

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

五
七



南
北
朝
時
代
の
幹
信
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

、4i
J

し
て
一
本
佑
さ
れ
て
い
る
。
唐
時
代
、
右
に
見
た
よ
う
な
「
下
級
品
官
」
が
庶
の
審
役
に
あ
た
る
役
に
服
し
て
い
た
際
そ
れ
を
も
雑
任
と
い
っ

た
こ
と
（
少
な
く
と
も
雑
任
が
そ
の
一
部
を
指
す
こ
と
）
が
考
え
ら
れ
る
。
故
唐
律
疏
議
博
一
職
制
下
に
、
本
文
前
引
の
よ
う
に
、

主
八

疏
議
日
、
：
・
雑
任
、
調
在
官
供
一
卒
、
無
流
外
品
、
為
其
合
在
公
家
駆
使
。
云
云
。

と
あ
り
、
故
唐
律
疏
議
珪
十
断
獄
下
に
、

品
官
任
流
外
及
雑
任
、
謂
身
帯
勲
官
散
官
、
而
任
流
外
及
雑
任
者
。

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
（
以
下
、
唐
時
代
「
下
級
品
宮
」
が
服
す
べ
き
庶
の
番
役
に
あ
た
る
役
ぞ
「
審
役
」
と
い
う
。
）

北
朝
に
お
い
て
下
級
品
官
が
、
南
朝
で
い
う
「
品
官
の
役
」
、
唐
で
い
う
「
番
役
」
、
に
あ
た
る
役
に
服
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
を
現
物
か
銭
ぞ

納
め
て
免
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、

こ
れ
を
想
像
す
る
に
か
た
く
な
い
。
北
朝
に
お
け
る
、
幹
憧
の
役
、
審
役
に
あ
た
る
役
目
と
し
て
は
、
さ
き

ι岩田

に
あ
げ
た
雑
役
、
雑
使
と
次
節
で
述
べ
る
雑
任
（
役
）
が
あ
る
。
説
書
じ
諭
宗
本
記
神
亀
一
苅
年
（
西
紀
五
一
八
年
）
正
月
の
条
に
、

J
ノ

庚
辰
、
詔
、
以
雑
役
之
一
戸
、
或
冒
入
清
流
、
所
在
職
人
、
皆
五
人
相
保
。
無
人
任
保
者
、
奪
宮
還
役
。

と
あ
る
。
当
時
北
魂
で
は
流
内
宮
の
外
に
職
人
の
七
等
の
官
（
日
小
人
の
七
等
の
官
）
が
あ
っ
た
。
清
流
は
流
内
官
（
な
り
そ
の
官
に
就
く
べ

き
も
の
な
り
）
を
指
す
。
右
の
「
雑
役
之
一
戸
」
は
宮
崎
市
定
民
の
高
見
に
よ
れ
ば
、
賎
民
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
（
「
九
品
宮
人
法
の
研
究
」
）
。

こ
こ
に
見
え
る
雑
役
之
戸
と
い
う
表
現
は
、
必
ら
ず
や
そ
の
一
戸
が
雑
役
を
負
担
す
る
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
あ
げ
た
親
書

李
彪
伝
の
雑
伎
に
関
す
る
記
述
や
ζ

の
雑
役
と
い
う
表
現
か
ら
北
朝
に
お
け
る
一
般
の
庶
を
対
象
と
す
る
雑
役
の
杏
在
を
想
定
し
て
も
強
ち
無

理
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
恐
ら
く
北
朝
の
雑
役
と
い
う
語
は
、
（
南
朝
と
同
様
）

下
級
品
官
を
対
象
と
し
な
い
語
で
み
の
ろ
う
。
雑
使
も
そ
れ

と
同
様
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
北
朝
の
雑
任
と
い
う
語
は
下
級
品
官
を
対
象
と
す
る
、
内
容
上

南
朝
の
「
品
官
の
役
」
・
唐
の
「
審
役
」
に
あ
た
る
役
を
指
し
て
い
る
。
（
ζ

れ
に
一
般
の
庶
を
対
象
と
す
る
、
内
容
上
南
朝
の
幹
憧
の
役
・
唐
の
審
役

に
あ
た
る
役
を
指
す
場
合
、
あ
る
い
は
両
者
を
あ
わ
せ
指
す
場
合
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
）
下
級
品
官
を
対
象
と
す
る
、

内
容
上



南
朝
の
「
品
官
の
役
」
・
唐
の
「
番
役
1

一
に
あ
た
る
役
が
現
実
に
現
物
（
穀
）
を
納
め
て
免
か
れ
て
お
り
、
ぞ
れ
が
税
租
（
の
一
部
）
を
な
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
次
節
で
述
べ
る
。

四
ス
タ
イ
ン
第
六
一
三
号
究
書
に
見
え
る
雑
任

山
本
達
郎
教
授
に
よ
る
ス
タ
イ
ン
将
来
第
六
一
三
号
文
書
の
優
れ
た
研
究
成
果
が
学
界
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
の
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で

も
な
い
。
そ
の
成
果
発
表
後
、
西
村
元
佑
民
の
同
文
書
を
め
ぐ
る
精
力
的
な
諦
研
究
、
曽
我
部
静
雄
教
授
の
旧
来
の
高
説
を
補
強
さ
れ
る
諸
研
究

な
ど
が
発
表
さ
れ
、
同
文
書
の
重
要
性
は
ま
ず
ま
ず
高
ま
っ
て
き
た
。
本
節
は
請
先
学
の
膜
尾
に
附
し
て
、
同
文
書
に
見
え
る
雑
任
（
役
）
に
つ

い
て
の
一
試
論
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
文
書
の
解
説
、
も
と
の
順
序
へ
の
復
原
な
ど
は
山
本
教
授
の
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
よ
る
。
い
ま
以
下
の
論
述
に
直
接
必
要
の
あ
る
最
少
部
分
を
別
掲
し
て
お
く
。

三
十
二
人
が
定
見
で
あ
っ
た
と
あ
る
が
、

（
女
を
含
む
）
課
見
輸
五
十
八
人
の
う
ち
の
三
十
二
男
に
あ
た
る
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
課
丁
男
三
十
七
人
の
課

「五」、

「
一
五
」
に
課
丁
男
三
十
七
人
の
う
ち
五
人
が
雑
任
役
、

乙
の
三
十
二
人
が
「
七
」
の

は
（
猟
師
そ
の
他
の
）
役
の
こ
と
に
な
り
、
（
雑
任
役
の
課
丁
男
を
含
ま
ぬ
）
「
七
」

の
課
見
輸
の
課
H
租
、
調
は
役
に
関
し
た
も
の
で
は
な
い

と
の
推
測
が
一
応
成
立
し
そ
う
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
問
題
な
か
ろ
う
。
問
題
は
前
者
に
あ
る
。
本
節
は
課
自
体
を
と
り
あ
げ
る

の
で
は
な
い
が
、
行
論
の
聞
に
そ
れ
に
ふ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
あ
わ
せ
て
一
試
論
を
呈
示
し
叱
正
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
本
文

書
の
課
の
字
が
概
し
て
広
義
の
も
の
で
、
公
上
に
対
す
る
負
担
を
意
味
し
、
そ
れ
故
に
牛
の
受
田
も
課
で
あ
る
と
さ
れ
た
楊
聯
陸
民
の
高
見
は

重
要
で
あ
る
（
清
華
学
報
新
一
の
一

「
与
曽
我
部
静
雄
教
授
論
課
役
書
」
）
。

「
七
」
に
劉
文
成
が
議
題
将
軍
に
就
い
て
い
る
こ
と
、
及
び
（
丁
男
た
る
）
劉
文
成
と
（
丁
女
た
る
）
そ
の
妻
と
が
計
台
資
二
（
人
）
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
蓋
冠
将
軍
は
説
室
長
一
一
一
百
官
民
志
九
で
は
（
輩
出
店
将
軍
）
従
七
品
上
（
階
）
と
さ
れ
て
い
る
。

南
北
朝
時
代
の
幹
僅
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

と
こ
ろ
で
、
す

五
九



南
北
朝
時
代
の
幹
僅
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

六
O

で
に
山
本
教
援
の
明
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
六
」
、
「
四
」
の
調
布
と
麻
と
に
関
し
て
は
、
そ
こ
に

が
推
定
さ
れ
M
r
台
資
の
男
女
計
十
丁
と
「
豆
、
「
一
五
」
の
雑
任
役
五
人
と
を
対
比
さ
せ
る
と
、
台
資
の
う
ち
五
人
が
丁
男
（
残
り
五
人
が

（
丁
た
る
）

男
女
計
十
人
の
台
資
の
存
在

丁
女
）
で
あ
っ
た
と
会
れ
よ
う
。
（
台
資
の
男
女
計
十
了
と
い
う
の
は
夫
婦
五
組
と
い
う
蓋
然
性
が
強
い
。
）
そ
う
す
る
と
こ
の
雑
任
役
は
南
朝

の
役
に
あ
て
る
と
「
品
官
の
役
」
と
な
り
、
唐
時
代
の
役
に
あ
て
る
と
（
三
千
里
外
の
文
武
散
官
の
よ
う
な
一
部
品
官
に
課
さ
れ
る
）
「
蕃
役
」

に
な
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
劉
文
成
は
現
実
に
雑
任
役
に
出
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。
こ
ζ

で
「
一
四
」
と
「
一
五
」
と
を

ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。
そ
乙
に
は
三
十
二
人
の
定
見
が
見
え
、
そ
の
う
ち
の
三
十
人
は
六
丁
兵
で
あ
る
。

ζ

こ
に
六
丁
兵
と
さ
れ
て
い
る
も

の
の
全
員
が
常
時
兵
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
な
く
、
そ
の
う
ち
の
幾
分
か
ず
つ
が
交
代
に
兵
役
に
服
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
ζ

と
、
そ
の

故
に
彼
ら
が
租
調
す
べ
て
を
負
担
し
た
こ
と
、
は
す
で
に
西
村
氏
の
研
究
に
明
か
で
あ
る
。
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
定
見
三
十
二
人
が

定
見
と
し
て
の
役
の
プ
l
ル
人
数
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
と
さ
れ
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
雑
任
役
五
人
が
雑
任
と
し
て
の
役
の
プ

I
ル

（初）

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
猟
師
一
人
、
防
閤
三
人
、
虞
侯
二
人
は
そ
の
役
の
プ

l
ル
が
さ
ら
に
猟
師
一
人
、
防
閤
三
人
、
虞
侯
二
人
の
プ

1
ル

に
細
分
さ
れ
て
い
た
の
を
物
語
る
、
と
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
雑
任
役
五
人
は
必
ら
ず
し
も
雑
任
の
役
に
服
し
て
い
る
か
否
か
を
示
し
て
い
る
と

は
組
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
通
典
唯
一
直
職
官
十
七
禄
秩
の
項
に
、
北
斉
の
制
度
と
し
て
、

－

：

（

マ

マ

）

自
一
品
以
下
至
流
外
勲
品
、
各
給
事
力
、
一
品
至
三
十
人
、
下
流
外
勲
品
、
或
以
五
人
為
等
、
或
以
四
人
三
人
二
人
一
人
為
等
。
繁
者
加
一

等
、
平
者
守
本
力
。
問
者
降
一
等
。
諸
州
刺
史
守
令
以
下
幹
及
力
、
皆
聴
救
乃
給
。
其
幹
出
所
部
之
人
。

一
一
幹
輸
絹
十
八
疋
、
品
骨
身
放
之
。

力
則
郡
県
白
直
充
。

ル』志のゆ。。

こ
こ
に
絹
十
八
疋
ぞ
納
め
る
と
、
雑
役
と
し
て
の
幹
を
免
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
南
朝
と
唐
と
で
は
銭
を
納
め
て
幹
憧

の
役
（
「
品
官
の
役
」
を
含
む
）
、

審
役
（
「
番
役
1

一
を
含
心
）

を
免
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
は
北
朝
に
お
い
て
現
物
を
納
め
て
雑
役
を

免
ぜ
ら
れ
た
こ
と
（
の
あ
る
の
）
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
右
は
雑
役
と
し
て
の
力
が
必
要
の
際
郡
県
の
白
直
と
い
う
プ
l
ル
か
ら
そ
れ
が
充
て



ら
れ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
役
の
プ
ー
ル
に
関
す
る
さ
き
の
見
解
を
さ
さ
え
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
南
斉
書
堵
周
顕
伝
に
、

建
元
初
、
為
長
沙
王
参
軍
後
軍
参
軍
山
除
令
。
県
旧
訂
傍
民
、
以
供
雑
使
。
廟
言
之
於
太
守
聞
喜
公
子
良
日
、
縞
見
禅
民
之
困
、
困
実
極

突
。
：
・
山
陰
邦
治
、
事
倍
余
域
。
然
略
聞
諸
県
、
処
処
皆
顕
。
唯
上
虞
以
百
戸
一
一
段
。
大
為
優
足
。
過
此
、
列
域
不
無
凋
轄
。
宜
応
有
以
普

救
倒
懸
、
設
流
開
便
。
便
転
患
為
功
。
得
之
何
遠
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
南
朝
に
お
い
て
民
に
雑
役
（
の
役
）
を
課
す
る
際
、

一
定
の
一
戸
数
を
単
位
と
し
、
そ
う
し
た
プ

I
ル
に
対
し
何
名
と
い
う
課

り
あ
て
が
な
さ
れ
た
の
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、

「
一
五
」
の
乗
は
恐
ら
く
剰
の
意
味
で
、

六
人
一
組
と
す
る
と
三
十
二
人
で
五
組
と
二
人

の
剰
り
が
出
る
か
ら
こ
う
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
乗
二
人
は
他
の
集
団
の
四
人
と
一
緒
に
な
っ
て
一
組
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。こ
う
し
た
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
「
五
」
の
税
租
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

そ
の
な
か
の
「
輸
租
」
の
項
に
は
不
課
戸
上
、

台
資
口
計
丁

床
、
中
、
不
課
戸
下
の
（
税
）
租
が
含
ま
れ
て
い
る
。
西
村
民
は
こ
の
中
を
不
課
戸
中
の
こ
と
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の

が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
向
か
o

つ
ま
り
、
こ
の
台
資
口
計
丁
床
は
自
ら
「
五
」
の
「
拾
陸
石
伴
頭
輸
租
」
の
項
に
お
け
る
不
課
戸
の
不
課

の
概
念
に
入
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
台
資
口
計
丁
床
の
不
課
は
、

「
二
こ
の
台
資
で
丁
床
を
な
す
劉
文
成
の
戸
に
見
え
る
不
課
（
よ

り
端
的
に
は
台
資
で
丁
床
を
な
す
劉
文
成
夫
婦
の
不
課
）
と
同
質
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

す
な
わ
ち
、
「
二
こ

の
不
課
の
中
心
は
台
資
で
丁

床
を
な
す
劉
文
成
夫
婦
へ
の
不
課
で
あ
り
、
「
口
二
台
資
擢
税
令
課
」
は
、

（
不
課
た
る
）
劉
文
成
夫
婦
が
、
雑
任
役
に
出
て
い
な
い
か
ら
台
資

と
し
て
税
を
お
し
は
か
つ
て
「
物
」
（
U
「
五
」
の
税
租
）
を
課
せ
し
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
「
口
五
不
税
」
は
、
台
資

を
戸
主
と
す
る
戸
、

つ
ま
り
雑
任
役
の
対
象
と
な
る
戸
に
お
い
て
不
課
と
し
て
雑
任
役
に
出
な
い
際
、
成
丁
な
ら
税
を
お
し
は
か
つ
て
「
物
」

（H
「
五
」
の
税
租
）
を
課
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
一
戸
の
構
成
員
の
う
ち
五
人
が
年
少
の
た
め

（
雑
任
の
役
に
服
し
な
い
だ
け
で
な

く
、
そ
の
）
役
服
の
代
り
の
「
物
」
（
リ
「
五
」
の
税
租
）
を
税
と
し
て
か
け
ら
れ
で
も
い
な
い
の
を
示
し
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

南
北
朝
時
代
の
幹
僚
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
川
刊
）

ノ、



南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

ムノ、

さ
て
、
右
の
よ
う
な
考
え
か
た
を
し
て
く
る
と
、
「
五
」
、
「
一
五
」
の
雑
任
役
五
人
は
す
べ
て
現
実
に
雑
任
の
役
に
服
し
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
そ
の
限
り
に
お
い
て
別
に
差
支
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
か
た
が
全
面
的
に
成
立
す
る
た
め
に
は
、
兵
農
一
致
の
原
則
が

あ
り
、
そ
の
原
則
の
容
在
の
う
え
に
、
「
一
五
」
の
定
見
三
十
二
人
の
な
か
の
数
人
が
雑
役
に
服
す
る
代
り
に

「
五
」

の
税
租
を
納
め
た
こ
と

の
証
明
を
必
要
と
す
る
。
以
下
そ
れ
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
定
見
三
十
二
人
（
と
く
に
そ
の
う
ち
の
六
丁
兵
三
十
人
）

は
役
の
プ

I
ル
の
人
数
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
な
か
か
ら
若
子
の
も
の
が
雑
役
に
服
し
て
も
、
現
実
の
役
人
供
給
面
で
不
都
合

は
な
い
。

つ
ま
り
問
題
の
焦
点
は
、
制
度
上
、

（
庶
の
）
兵
役
と
雑
役
と
に
そ
れ
だ
け
の
流
動
性
が
存
じ
え
た
か
ど
う
か
と
い
う
と
ζ

ろ
に
絞

ら
れ
て
く
る
。
こ
の
際
注
目
す
べ
き
は
滋
賀
秀
三
教
授
が
、
当
時
兵
役
と
さ
れ
る
も
の
が
力
役
と
の
聞
に
明
確
な
区
別
を
つ
け
難
い
性
質
を
帯

び
て
い
る
の
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
統
二
八
年
に
制
定
さ
れ
た
府
兵
制
は
、
職
業
兵
を
育
成
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
と
も
い
わ

れ
、
ま
た
兵
民
一
致
の
体
制
で
め
る
と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
北
周
の
建
徳
二
年
（
西
紀
五
七
三
年
）
以
後
は
、
惰
書
食
貨
志
に
、

し
か
し
建
徳
三
年
以
後
に
お
い
て

も
、
兵
役
と
力
役
と
が
、
徳
役
体
系
の
な
か
で
一
体
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
周
書
時
宜
帝
本
紀
大
象
元
年
（
酉
紀

改
寧
士
為
侍
官
。
募
百
姓
充
之
。
除
其
県
籍
。
其
後
夏
人
半
為
兵
突
。

と
あ
る
記
事
に
も
と
ず
く
か
ぎ
り
、

兵
民
分
離
体
制
に
は
い
る
こ
と
は
、

異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
七
九
年
）
二
月
の
条
に
、
兵
を
対
象
と
し
て
、

（
前
略
）
於
是
、
発
山
東
諸
州
兵
、
増
一
月
功
、
為
四
十
五
日
役
。
起
洛
陽
宮
、
常
役
四
万
人
。
以
迄
子
安
駕
。

と
あ
り
、
惰
書
食
貨
志
に
、

一
般
民
丁
を
対
象
と
し
て
、

（
惰
開
皇
十
二
年
）
下
詔
日
、
河
北
河
束
、
今
年
田
租
三
分
減
一
。
兵
減
半
功
。
調
全
免
。

《

nv

と
あ
る
記
事
な
ど
は
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
い
ま
と
り
あ
げ
て
い
る
文
書
は
大
統
十
三
年
（
西
紀
五
四
七
年
）
を
基
準
と
し
た

（お）

も
の
で
あ
る
が
、
か
く
て
こ
れ
は
山
本
教
授
の
高
説
の
よ
う
に
兵
農
一
致
の
制
度
を
示
す
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
、
品
官
は
兵
役



の
対
象
と
な
ら
ず
た
だ
雑
任
の
対
象
に
な
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、
役
を
負
担
怠
せ
る
課
丁
男
を
記
し
た
と
こ
ろ
で
、
庶
を
対
象
と
す
る
兵
役
の

ほ
か
に
と
く
に
品
官
房
』
対
象
と
す
る
雑
任
の
項
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

い
ま
ま
で
見
た
と
こ
ろ
か
ら
、

ぞ
れ
が
、

「
兵
役
と
い
う

形
で
統
一
的
に
記
さ
れ
て
い
る
庶
対
象
の
役
の
な
か
に
雑
役
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
を
含
み
え
る
」
と
い
う
こ
と
の
否
定
に
な
ら
ぬ
の
は
明

か
で
あ
ろ
う
。
「
五
」
の
不
課
戸
上
、
不
課
一
戸
中
、
不
課
戸
下
の
税
租
は
、

か
く
て
「
一
五
」
の
定
見
三
十
二
人
（
あ
る
い
は
そ
の
な
か
の
乗

二
人
を
除
く
三
十
人
）
の
う
ち
雑
役
に
あ
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
し
か
も
現
実
に
そ
の
役
を
免
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
出
し
た
「
物
」
を
含
む
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
文
書
の
雑
任
は
南
朝
の
「
品
官
の
役
」
、
唐
の
「
審
役
」

と
同
質
的
な
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
一
つ
の
想
定

が
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
「
七
」
の
課
見
輸
五
十
八
日
は
課
H
租
、
調
を
現
輸
す
べ
き
五
十
八
人
の
意
味
で
あ
る
が
、
そ
乙
に
は
台
資
の
一
戸
の
丁
男
、
丁
女
が
含

ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
資
の
一
戸
に
は
そ
の
戸
の
丁
男
、
丁
女
の
租
、
調
（
H
課
）
の
額
が
記
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
調
は

現
輸
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
そ
れ
を
と
り
あ
げ
、
あ
わ
せ
て
そ
こ
に
あ
る
税
役
徴
収
の
原
則
と
さ
き
の
課
丁
男
に
関
す
る
税
役
徴
収
の

原
則
と
が
一
致
す
る
こ
と
を
探
っ
て
み
よ
う
。
説
書
比
四
太
武
帝
本
紀
上
延
和
三
年
（
西
紀
四
三
四
年
）
一
一
月
の
条
を
見
る
と
、

戊
寅
、
詔
目
、
：
・
今
四
方
順
軌
、
兵
革
漸
寧
。
宜
寛
繕
賦
、
与
民
休
息
。
其
令
州
郡
隠
括
貧
富
、
以
為
三
級
。
其
富
者
租
賦
如
常
、
中
者
復

二
年
、
下
窮
者
復
ゴ
一
年
。
刺
史
守
宰
、
当
務
尽
平
当
、
不
得
阿
容
以
間
政
治
。
明
相
宣
約
、
戚
使
聞
知
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
戸
を
貧
富
に
よ
っ
て
一
ニ
級
に
分
ち
、
租
賦
を
連
年
か
け
る
か
そ
れ
と
も
一
年
乃
至
二
年
か
け
な
い
か
に
よ
っ
て
貧
富
の
一
戸
の

負
担
を
調
節
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
租
賦
は
租
だ
け
を
指
す
の
で
な
く
、
少
な
く
と
も
租
と
調
と
の
両
者
を
指
す

と
し
た
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
い
ま
南
朝
に
お
い
て
租
賦
が
少
な
く
と
も
租
と
そ
れ
以
外
の
賦
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
例
を
あ
げ
る
と
、
南
斉

害
時
記
王
敬
則
伝
に
、

南
北
朝
時
代
の
幹
鐙
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

ム，＼ 



南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

六
回

会
土
辺
帯
湖
海
。

民
丁
無
士
庶
油
田
保
塘
役
。

（
会
稽
太
守
王
）
敬
則
以
、
功
力
有
余
。
悉
評
欽
為
銭
、
送
台
庫
、
以
為
便
宜
。
上
許
之
。
寛

陵
王
子
良
啓
目
、
・
：
塘
丁
所
上
、
本
不
入
官
。
良
由
阪
湖
宜
一
雄
、
橋
路
須
通
、
均
夫
訂
直
、
民
自
為
用
。
若
甲
分
強
壊
、
則
年
一
一
衛
改
。
若

乙
限
堅
完
、
則
終
歳
無
役
。
今
郡
通
課
此
直
、
悉
以
遠
台
。
租
賦
之
外
、
更
生
一
調
。
致
令
塘
路
崩
蕪
、
湖
源
池
散
。
害
民
損
政
、
実
此
為

劇
。
：
・
愚
謂
、
塘
丁
一
条
、
宜
還
復
旧
、
在
所
連
郎
、
優
量
原
除
。
凡
応
受
鏡
、
不
限
大
小
、
伺
令
在
所
、
折
市
布
息
。
若
民
有
雑
物
、
是

軍
国
所
須
者
、
聴
随
価
准
直
0

・
不
必
一
応
送
銭
。
於
公
不
臨
其
用
、
在
私
実
荷
其
渥
。
：
・
上
不
納
。

と
あ
る
。
北
識
の
場
合
、
国
民
の
戸
を
貧
富
に
よ
っ
て
区
別
し
、
貧
者
に
よ
り
少
な
く
富
者
に
よ
り
多
い
課
税
を
す
る
方
針
は
、
右
の
よ
う
な

形
と
し
て
現
わ
れ
る
ほ
か
に
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
形
と
し
て
も
現
わ
れ
て
い
る
。

知
れ
な
い
。
）
翌
九
段
四
太
武
帝
本
紀
上
太
延
元
年
（
西
紀
四
三
五
年
）
十
二
月
の
条
に
、

甲
申
、
詔
日
、
：
・
若
有
発
調
、
県
宰
集
郷
邑
三
老
、
計
費
定
課
。
衰
多
益
寡
。
九
品
混
通
、
不
得
縦
富
督
貧
、
避
彊
侵
弱
。
云
云
。

（お》

と
あ
る
。
「
哀
多
益
寡
」
は
（
否
定
す
べ
き
）
現
情
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
霊
園
時
↑
食
貨
志
に
、

遂
国
民
貧
富
、
為
租
輪
三
等
九
品
之
制
。

（
た
だ
し
、
前
記
事
は
右
の
形
と
一
致
し
た
も
の
で
あ
る
か
も

山
東
之
民
、
戚
勤
於
征
成
転
運
。
（
献
文
）
帝
深
以
為
念
。

千
里
内
納
粟
、
千
里
外
納
米
。
上
三

品
戸
入
京
師
、
中
三
品
入
他
州
要
倉
、
下
三
品
入
本
州
。

と
あ
る
。
陪
書
…
詰
食
貨
志
に
、
北
斉
の
こ
と
と
し
て
、

至
河
清
三
年
（
西
紀
五
六
四
年
）
、
令
。
墾
租
二
石
、
義
租
五
斗
0

・
：
墾
租
皆
依
貧
富
為
三
島
。
其
賦
税
、
常
調
則
少
、
直
出
上
戸
。
中
者

及
中
戸
。
多
者
及
下
戸
。
上
最
輸
遠
処
、
中
島
輸
次
達
、
下
車
輪
当
州
倉
。
三
年
一
校
膏
。
租
入
台
者
、
五
百
里
内
輸
粟
、
五
百
里
外
輸
米
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
延
和
三
年
の
詔
に
示
さ
れ
た
北
現
の
方
針
が
北
斉
朝
に
現
わ
れ
た
例
で
あ
る
。
西
灘
の
場
合
、
そ
の
実
権
者
字
文
泰
（
の

ち
の
周
の
太
祖
）
は
蘇
縛
に
諸
制
度
の
改
革
を
行
わ
せ
た
が
、
本
文
書
は
こ
の
新
制
度
に
則
る
も
の
で
あ
後
周
書
博
一
一
一
一
蘇
絹
伝
に
、

賛
成
其
事
0

・
：
叉
為
六
条
詔
書
、
奏
施
行
之
。
：
・
其
六
、
均
賦
役
。

太
祖
方
欲
革
易
時
政
、

務
弘
彊
国
富
民
之
道
。

故
綜
得
尽
其
知
能
、



目
、
：
・
今
逆
冠
未
平
、
軍
用
資
広
。
雌
未
達
減
省
、
以
郎
民
境
、
然
令
平
均
使
下
無
置
。
夫
平
均
者
、
不
捨
豪
彊
而
徴
貧
弱
、
不
縦
姦
巧
而

園
愚
拙
。
此
之
調
均
也
。
故
聖
人
目
、
蓋
均
無
責
。
：
・
租
税
之
時
、
難
有
大
式
、
至
於
掛
酌
貧
富
、
差
次
先
後
、
皆
事
起
於
正
長
、
而
繋
之

於
守
令
。
若
酪
酌
得
所
、
則
政
和
而
民
悦
。
若
検
理
無
方
、
則
吏
姦
而
民
怨
。
叉
差
発
絡
役
、
多
不
存
意
。
致
令
貧
弱
者
或
重
箔
而
遠
成
、

富
彊
者
或
軽
使
而
近
防
。
守
令
用
懐
如
此
。
不
存
郎
民
之
心
、
皆
王
政
之
罪
人
也
。
太
祖
甚
重
之
、
常
置
諸
座
。
叉
令
百
司
習
諦
之
。
其
牧

守
令
長
、
非
通
六
条
及
計
帳
者
、
不
得
居
官
。
云
云
。

と
あ
る
。

ζ

れ
は
当
時
の
改
革
の
実
情
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ζ

こ
に
見
え
る
平
均
が
い
ま
ま
で
と
り
あ
げ
て
き
た
基
本
方
針
と
一
致

す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
す
る
と
本
文
書
に
戸
を
貧
富
に
よ
っ
て
一
二
等
級
に
分
つ
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賦
税
に
差
を
つ
け
る
こ
と

が
現
わ
れ
て
い
て
も
そ
れ
は
当
然
で
あ
る
と
さ
れ
よ
う
。
こ
の
際
、
戸
が
三
等
に
分
け
ら
れ
、
か
っ
台
資
の
戸
の
田
租
が
上
戸
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
、
台
資
の
戸
に
現
実
に
か
け
ら
れ
て
い
な
い
田
租
額
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
と
、
い
わ
ゆ
る
基
本
方
針
が
（
一
）
ま
ず
、
品

官
の
一
戸
た
る
台
資
の
戸
と
（
品
官
で
な
い
）
庶
の
戸
と
を
区
別
し
、
租
、
調
の
調
達
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
区
別
の
杏
在
を
前
提
と
す
る
こ
と
、

（
ニ
）
つ
ぎ
に
、
各
戸
の
租
の
額
を
戸
等
に
よ
っ
て
差
を
つ
け
、

そ
の
際
台
資
の
戸
を
上
戸
に
含
め
た
こ
と
（
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
区
別
の

な
か
に
台
資
の
戸
を
含
め
た
こ
と
、
）
（
三
）
豊
年
（
あ
る
い
は
平
和
で
出
費
が
少
な
い
年
）
に
は
、
庶
の
戸
を
対
象
と
し
て
、
各
戸
の
租
調
を

上
戸
だ
け
に
か
け
、
以
下
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
中
戸
、
下
一
戸
に
及
ぼ
し
た
こ
と
、

（
し
か
し
大
統
十
三
年
に
は
下
戸
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ

と
ー
ー
恐
ら
く
こ
れ
が
一
般
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
l
l
l
、
（
四
）
庶
の
下
戸
に
ま
で
及
ぼ
し
て
も
ま
だ
不
足
の
と
き
は
台
資
に
及
ぶ
べ
き
こ

と
、
（
五
）
つ
ま
り
、
租
に
関
し
て
は
そ
の
調
達
の
対
象
と
な
る
べ
き
す
べ
て
の
も
の
で
一
つ
の
プ
l
ル
を
つ
く
っ
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
て
そ

の
プ
l
ル
か
ら
順
次
調
達
し
た
こ
と
、
台
資
の
一
戸
の
丁
男
、
丁
女
も
そ
の
プ

l
ル
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
各
戸
ご
と
に
一
応
租
額
（
庶
の
上
戸

の
租
と
同
額
）
を
記
し
て
あ
る
こ
と
、

（
六
」
国
民
へ
の
課
税
方
法
と
し
て
の
租
の
プ
l
ル
制
は
、

役
の
プ

1
ル
制
と
相
通
ず
る
一
つ
の
基
盤

を
も
つ
べ
き
こ
と
、

こ
う
し
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
よ
う
。
な
お
、
調
は
、

（
始
め
か
ら
台
資
の
戸
の
丁
男
、
丁
女
を
も
対
象
と
し
て
、
そ
れ
を

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

六
五



南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

含
む
す
べ
て
の
戸
の
丁
男
、
丁
女
か
ら
均
額
の
も
の
を
徴
収
し
た
と
す
る
よ
り
も
、

た
と
え
丁
男
、
丁
女
各
一
人
あ
た
り
の
額
に
お
い
て
台
資

の
戸
の
そ
れ
が
庶
の
一
戸
の
そ
れ
と
同
額
で
あ
る
に
し
て
も
）
、
庶
の
下
戸
の
調
で
不
足
の
と
き
始
め
て
台
資
の
戸
の
そ
れ
に
及
ぶ
べ
き
で
あ
っ

た
、
と
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
障
害
食
貨
志
に
、
「
後
周
太
祖
作
相
、
創
制
六
官
。
・
：
司
徒
掌
力
役
之
政
令
。
凡
人
自
十
八
以
至
五
十
有
九
、

皆
任
於
役
。
豊
年
不
過
三
旬
。
中
年
則
二
旬
。
下
年
則
一
旬
。
云
云
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
蘇
綿
の
新
制
度
に
お
い
て
年
の
豊
凶
に
よ
っ
て
八
丁

（幻）

兵
（
恐
ら
く
六
丁
兵
の
系
統
で
、
か
つ
そ
れ
よ
り
も
あ
と
に
虫
じ
た
も
の
）
の
服
役
日
数
に
相
違
が
あ
っ
た
の
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

れ

〉

1

0

ヘ
拙
著
。
「
貌
晋
靖
則
悶
の
政
治
と
社
会
」
一
六
四
頁
の
「
賦
税
平
均
」
J

が
蘇
縛
の
い
う
平
均
の
線
に
連
な
る
一
面
を
も
つ
の
は
明
カ
で
あ
る
（
の
平
均
も
右
の
刑
判
均
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
）

つ
ぎ
に
「
一
一
こ
に
見
え
る
課
戸
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ζ

の
際
、
税
役
徴
収
の
原
則
か
ら
（
五
）
の
課
丁
男
と
各
戸
の
租
調
に
関
す
る
本
文

書
の
記
載
が
、
現
に
予
備
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
本
来
そ
の
資
格
な
り
義
務
な
り
の
あ
る
も
の
を
、
現
に
そ
う
で
あ
る
も
の
と
一
括
し
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
乙
の
記
載
原
則
ぞ
頭
に
お
い
て
「
二
こ
を
見
る
と
、
そ
の
一
戸
が
役
を
負
担
さ
せ
ら
れ
た
戸
で
あ
る
の
は
明
か

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
戸
の
丁
男
、
丁
女
が
本
来
租
、
調
H
H
課
を
負
担
す
べ
き
も
明
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
乙
の
課
戸
が
戸
内
に
租
、
調
、

役
を
負
担
す
べ
き
丁
を
含
む
戸
を
指
す
と
い
う
想
定
が
可
能
で
あ
る
。

乙
の
想
定
は
「
一
一
三
（
、
「
一
四
」
、
「
八
」
、
「
九
」
、
「
一

O
」
）
に
あ

企
て
は
め
て
も
通
用
す
る
。

一
応
の
解
釈
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
課
戸
は
原
則
と
し
て
租
、
調
（
、
投
）
を
負
担
す
る
丁
男
を
含
む
戸
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

課
丁
男
の
課
は
力
投
と
解
釈
す
る
の
が
一
応
穏
当
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
さ
ら
に
い
え
ば
、
本
文
書
で
い
く
つ

か
の
現
象
的
に
相
異
る
課
を
統
一
で
き
る
の
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
「
公
上
へ
の
負
担
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
で
あ
る
だ
け
に
課
丁
と
熟
し
て

租
、
調
を
負
担
す
べ
き
丁
と
い
う
用
法
も
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
本
文
書
の
課
丁
男
か
ら
常
に
制
度
と
し
て
課
日
力
役
が
存
し
た
こ
と
は
主

張
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
。
）

な
お
、
「
一
一
一
」
に
劉
文
成
の
妻
が
台
資
妻
と
ぢ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
劉
文
成
が
台
資
で
あ
っ
た
の
を
証
し
て
い
る
。

一
方
で
台
資
と
そ
の

妻
と
い
っ
た
記
載
を
し
な
が
ら
、
他
方
、
「
凡
口
七
不
課
」
の
項
で
夫
妻
を
「
口
二
台
資
」

と
し
て
と
も
に
台
資
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
こ



れ
は

（
品
官
の
戸
の
）
税
徴
取
に
あ
た
り
、
台
資
た
る
（
丁
男
の
）
夫
の
資
格
に
（
丁
女
た
る
）
妻
が
っ
つ
ま
れ
る
と
い
う
傾
向
が
決
定
的
に

「
凡
口
七
不
課
」

台
資
が
租
を
納
め
ぬ
に
つ
れ
て
台
資
の
妻
が
同
様
に
租
を
納
め
な
い
の
も
そ
れ
を
相
応
ず
る
。

強
か
っ
た
の
を
示
唆
す
る
。

あ
た
っ
て
は
、
と
く
に
丁
床
と
し
て
の
わ
り
あ
て
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
項
に
直
接
的
に
連
な
る
も
の
と
し
て
「
五
」
の
台
資
口
計
丁
床
税
と
い
う
表
現
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
か
く
て
税
租
の
租
の
わ
り
あ
て
に

以
上
の
考
察
が
幸
に
大
過
な
い
と
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
、
「
一
二
」

の

「
凡
口
七
不
課
」
の
項
と
「
一
一
ニ
」
の
「
凡

口
七
」
の
項
（
や
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
の
項
）
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
戸
の
課
税
と
性
別
、
年
令
と
の
関
係
に
関
す
る
記
載
で
あ
り
、
そ
の
基
本
点

に
お
い
て
違
い
は
な
い
。
た
だ
、
前
者
の
戸
の
場
合
、
そ
れ
は
雑
任
の
代
り
に
納
め
る
税
租
が
課
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
記
載
し
、

後
者
は
課
H
租
調
が
課
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
と
い
っ
た
現
象
面
で
の
相
違
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
も
し

「
一
三
」
の
一
戸
の
場
合
、
そ
の
う
ち
の
丁
男
が
雑
役
に
服
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
そ
の
代
り
に
税
租
を
納
め
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
「
凡

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ロ
セ
」
の
項
の
つ
ぎ
（
あ
る
い
は
そ
の
他
の
適
当
伝
と
と
ろ
に
）
「
一
二
」
の
場
合
の
不
課

（
一
段
一
紙
一
説
明
一
一
）

註
（
1
）
・
（
2
）
拙
稿
、
「
宋
斉
時
代
の
郎
」

参
照
。

（
3
）
・
（
4
〉
宮
崎
市
定
氏
、
「
唐
代
賦
役
制
度
新
考
」

ヘ
東
洋
史
研
究
第
J

｛
十
四
巻
第
四
号
）
参
照

（5
）
拙
稿
、
「
六
朝
の
官
界
に
お
け
る
下
級
官
人
層
」
（
未
発
表
）
で
述

ベ
る
予
定
。

（
6
）
拙
稿
、
「
南
朝
の
門
生
」
へ
社
会
経
済
史
学
第
）
参
照
。

戸
二
十
八
巻
第
四
号
、
、

（
7
）
宮
崎
市
定
氏
、
「
九
ロ
間
宮
人
法
の
研
究
」
・
拙
著
ブ
「
貌
脅
南
朝
の

南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

（
つ
ま
り
税
租
を
納
め
る
こ
と
）

に
類
し
た
記
載

政
治
と
社
会
」
参
照
。

「
古
代
東
方
学
J

（8
）
拙
稿
「
唐
時
代
の
部
曲
と
貌
晋
南
北
朝
時
代
の
客
」
（
第
十
一
輯
」

参
照
。

（9
）
菊
池
英
夫
氏
、
「
六
朝
軍
帥
の
親
軍
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

（
博
哨
組
側
J
油
精
）
参
照
。

（
叩
）
・
（
叩
）
前
掲
、
「
軸
設
問
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
参
照
。

（
日
）
浜
口
霊
園
氏
、
「
競
晋
南
朝
の
兵
芦
制
度
の
研
究
」

ヘ
山
梨
大
学
学
芸
学
部
J

：

一

一

参

照

戸
紀
妥
第
二
号
、

ノ、

七



南
北
朝
時
代
の
斡
僅
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

（
ロ
）
・
（
日
）
前
掲
、
「
宋
斉
時
代
の
郎
」
参
照
。

（U
）
松
永
雅
生
氏
、
「
両
税
法
以
前
に
お
け
る
唐
代
の
昨
日
課
」

東
方
学
｝
参
照
。

戸
第
十
四
絹
」

（
店
）
唐
時
代
の
雑
任
役
に
つ
い
て
は
、
西
村
元
佑
氏
、
「
唐
律
令
に
お

け
る
雑
任
役
と
所
謂
色
役
資
課
こ
関
す
る
一
考
察
」
（
龍
谷
史
檀
）

b

f

第

五

O
号、

参
照
。

（
お
）
山
本
達
郎
氏
、
「
敦
短
発
見
計
帳
様
文
書
残
簡
（
上
・
下
）
」

（鯨

4
1一
環
舎
一
蒜
一
）
・
西
村
一
万
佑
氏
、
「
西
貌
計
帳
一
戸
籍
に

お
け
る
課
と
税
の
意
義
（
上
）
・
（
下
）
」

（
鯨
一
一
世
智
内
一
島
一
一
親
友
ぴ
「
西
建
設
童
話
一
戸
籍

（
炉
夕
刻
ン

1
4
1棺
）
に
関
す
る
こ
・
三
の
問
題
」

（
鍛
林
一
ヨ
ハ
一
梓
）
及
び
「
唐
律
令
に
お
け
る
雑
任
役
と
所
謂
色

役
資
課
に
関
す
る
一
考
察
」
（
前
掲
）
及
び
「
敦
煙
車
内
見
・
西
貌

計
一
般
一
戸
籍
（
和
タ
勺
市

4
1棺
）
に
お
け
る
兵
制
・
税
制
と
そ
の

施
行
期
間
」
（
？
？
一
群
）
・
曽
我
部
一
静
雄
氏
、
「
両
親
の
一
戸
籍

と
麿
の
差
料
簿
と
の
関
係
と
課
の
意
味
の
変
遷
」

へ
東
洋
史
研
究
｝
な
ど
参
照
。

戸
第
十
七
巻
第
四
号
」

（
口
）
・
（
沼
）
前
掲
、
「
敦
煙
車
問
見
計
帳
様
文
書
残
簡
（
上
）
」
参
照
。

（
四
）
前
掲
、
「
敦
憶
発
見
・
商
貌
計
一
般
戸
籍
（
鋲
夕
刻
ン
一
ぷ
一
寸
時
）
に

お
け
る
兵
制
・
税
制
と
そ
の
施
行
期
間
」
参
照
。

六
八

（
却
）
諜
附
を
猟
師
と
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
楊
聯
陛
氏
、

部
静
雄
教
授
論
課
役
論
番
」
（
清
華
学
制
限
｝
に
よ
る
。

戸
新
一
巻
第
一
期
、

「
与
曽
我

ち
な
み
に
、
北
史
博
店
裂
侠
伝
に
、

（
前
略
）
周
文
（
帝
）
善
之
目
、
雄
魯
仲
連
、
無
以
加
也
。
除
河

北
郡
守
。
侠
釘
履
倹
素
、
愛
人
如
子
。
所
食
唯
寂
麦
塩
業
而
己
。

吏
人
莫
不
懐
之
。
比
郡
旧
制
、
有
漁
猟
夫
三
十
人
、
以
供
郡
守
。

侠
日
、
以
口
腹
役
人
、
五
百
所
不
為
也
。
乃
悉
龍
之
。

と
あ
る
。

（
況
）
前
掲
、
「
商
品
錦
時
代
の
敦
憶
計
帳
一
戸
籍
（
L
V
J川
ン
一
淡
立
文
時
）
に

関
す
る
一
了
三
の
開
制
」
参
照
。

（
沼
）
滋
賀
秀
三
氏
、
「
「
課
役
」
の
意
味
及
び
沿
革
」

＼
国
家
学
会
雑
誌
第
六
十
三
巻

f
E
5

F

第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
二
号
」
・
ム
目
指

貌
計
一
般
一
戸
籍
（
炉
夕
刻
ン

1
4
1時
）
に
お
け
る
兵
制
・
税
制
と
そ

の
施
行
期
間
」
参
照
。

（
お
）
・
（
担
）
前
掲
、
「
敦
煙
車
内
見
計
帳
様
文
書
残
簡
（
上
・
下
）
」
参
照
。

（
お
）
前
掲
、
「
貌
．
部
門
南
朝
の
政
治
と
社
会
」
参
照
。

（mm
）
前
掲
、
「
敦
煙
車
m見
計
畷
様
文
書
残
簡
（
下
）
」
参
照
。

（
幻
）
前
掲
、
「
敦
憶
発
見
・
四
貌
計
帳
一
戸
籍
（
炉
夕
刻
ン
哨
4
1開
）
に

お
け
る
兵
制
・
税
制
と
そ
の
施
行
期
間
」
参
照
。

〔
本
稿
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

の
一
部
で
あ
る
J

「
敦
憧
発
見
・
西
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種

文

書

1 

一
戸
主
劉
文
成
己
丑
生
年
参
拾
究

重
冠
将
軍
課
戸
上

2 

委
任
舎
女
甲
午
生
年
参
拾
臨
時

寮
資
妾

3 

息
男
子
可
乙
卯
生
年
拾
参

申
男

4 

息
男
子
議
丁
巳
生
年
拾
室

申
男

5 6

息
女
賞
口
水
亥
生
年
仲

安
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息
男
子
率
良
酉
生
年
巣

男

8 

息
男
黄
口
甲
子
生
年
嫁

男
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計

布

一

匹

11 10 

計

麻

二

斤

12 

祖
四
石
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五五

謀議
輪組
草

園

計
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受
田
口
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ふ
1
2
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17 16 

応
受
田
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十
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畝
...－－....－‘ 
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畝六
未畝
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受

ー廿十
畝畝五

菌正議

18 19 却南
北
朝
時
代
の
幹
償
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

h

一
口
二
中
年
十
三
巴
下

E

口
四
男
”

百
五
不
税
～
－
口
ニ
小
年
七
巴
下

－

F

口
一
小
女
年
五

凡
口
七
不
課
一
－

？

？

？

一

丁

男

・
ロ
ニ
肇
資
擁
税
令
課
ム
二
丁
妻

二
分
未
足

九



四

凡
口
七

口 口
ノ、ー－
見出（
在際？
口不）
三課
不中
課女
，ーー＿...＿＿ 万E

口口’ M

中男
女ームー
年口口
十一一
小中
年年
四十
七

南
北
朝
時
代
の
幹
僅
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
〉

（略）

3 

妻戸
時主
延侯
際？老
と生
丙水
子爵（
生生略
年年）
｛午｛午
拾拾
両｛午
白
丁

課
一
戸
上

4 

丁
委

5 

息
男
阿
顕
丁
未
生
年
両
拾
壱

白
丁

6 7 

息
男
顕
祖
辛
亥
生
年
拾
宣

中
男

8

息
女
顕
親
乙
卯
生
年
拾
参

死

14 13 12 11 10 9 

息
女
胡
女
戊
午
生
年
拾

息
男
思
と
甲
子
生
年
同
時
牛
一
頭
黒
特
大

計
布
一
匹
二
丈

計

麻

三

斤
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15 
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一
一
一
石
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升
五
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祖

計
祖
六
石
－
三
石
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五
升
輪
車
四
国
半

17 16 

三
丁
男

受
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口
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ム
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丁
妾

18 

言十

20 19 

三
丁
男

口
一
二
課
見
輪
｛
二
丁
妥

一
品
川
六
畝
宋
受

七。



七

（略）

13 12 

戸
主
其
天
裟
門
羅
戊
辰
陸
拾

妻
白
醜
女
辛
巳
生
年
同
時
拾
楽

長白丁
課
戸
上
元
誰
務
以
何
故
取
其
異
也

口
一
出
除
不
課
中
女
年
十
三
死

中
男

中
女男

6 

口
秤
拾
捌
課
見
翰
一
一升f十

五

十

ー』ノ、十

〕死？
五

蓄新上

ーノ、

中

14 

息
男
閥
安
水
丑
生
年
拾
符

口口口

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

下

15 16 

息
女
頭
葵
成
午
生
年
拾

17 

息
男
廻
安
己
未
生
年
究

18 

B 

種

文

書
（略）

5 7 8 9 

口
封f

男
，一品一、
口口

10 12 11 13 

凡
口
六

！日新

口
五
見
在

日口

課不
見課
輸 ｛ー一
一口 E
－ 
T 丁空男
委男夕、ーー一
年口口
十一一
小中
年年
九十
五

七



ム，、

南
北
朝
時
代
の
幹
健
、
雑
役
、
雑
使
、
雑
任
な
ど
に
つ
い
て
（
越
智
）

14 

ar
－
－
F

・

下

也

明

16 15 

下

-J:t 

奮

口
両
拾
伴
妻
妾
（
一

新

17 18 

ロ

上

1 

口

九
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2 

口
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新

3 

牛

頭

陸
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四
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受

回

課

5 

頭

未

受
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不

課

6 

都
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調

布

参

拾

参

匹

参

丈

捌

尺

7 

五

匹

肇

資

9 

叶
三
匹
二
丈
良

九
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下

8 

四

匹

丈

上
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Kan-t'ung (~it), Tsa-i CK~), Tsa-shih (K1f), 
Tsa-jen (Kff) and etc. in the Era of the Northern and 
Southern Dynasties. 

Shigeaki OCHI 

In this article the author argues the following points : 

(1) In the era of the Northern and Southern Dynasties, those, who 

were attached to the governmental offices and officials and served 

the miscellaneous purposes necessary for their official duties, were 

called Kan-t'ung. Their services (~ i ) were called Kan-t'ung 

(or the i of kan-t'ung), tsa-i, tsa-shih, tsa-jen, etc., the last 

term being used only in the Northern Dynasties. 

(2) These services were imposed upon the plebeians (~ shu) and upon 

the lower pin-kuan (~'g). 

(3) In the Southern Dynasties, the lower pin-kuan were usually able 

to escape their duty of i by paying to the authorities money, 

which was called hsie (~). Their services appear to have been 

called exclusively the kan-t'ung or the i of kan-t'ung. 

(4) In the Northern Dynasties, the lower pin-kuan could usually 

escape their duty of i by paying in kind, chiefly in unhulled rice, 

and their services were called tsa-jen. 




